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始
は
神
代
と
伝
え
ら
れ
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

社
記
に
よ
る
と
、
人
皇
二
十
九
代
欽
明
天
皇
の
御
代
十

六
年
（
五
五
五
）
二
月
十
八
日
に
本
宮
山
峯
（
本
宮

山
）
に
御
神
霊
が
顕
れ
た
後
、
勅
使
が
遣
わ
さ
れ
、
山
麓
約
六
キ
ロ

の
現
在
地
に
社
殿
を
造
営
し
、
正
一
位
の
神
階
を
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
年
々
御
神
前
に
幣
帛
を
捧
げ
ら
れ
文
武
天
皇
大
宝
元

年
（
七
〇
一
）
春
十
八
日
に
勅
使
奉
幣
の
際
、
特
に
十
二
段
舞
楽
を

奉
奏
さ
れ
ま
し
た
。
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
延
喜
式
内
社
に
列
せ
ら

れ
、
中
世
に
は
徳
川
家
康
を
は
じ
め
と
す
る
武
将
な
ど
、
朝
野
の
崇

敬
が
極
め
て
篤
く
近
世
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
戦
で
は
、
家
康
公
は
御
神
霊
を
別
所

に
遷
し
、
願
文
と
三
条
小
鍛
冶
宗
近
作
の
太
刀
を
奉
り
戦
勝
を
祈
願

し
た
後
、
社
殿
を
全
て
焼
失
し
ま
し
た
。

　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
勝
利
を
得
た
家
康
公
は
、
御
本
殿
の

造
営
、
拝
殿
・
楼
門
を
再
建
さ
れ
、
更
に
社
領
五
九
〇
石
の
朱
印
を

奉
り
、
以
降
世
々
の
徳
川
将
軍
家
よ
り
、
社
殿
の
改
造
・
修
復
料
を

寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
六
年
六
月
十
三
日
に
国
幣
小
社
に
列
せ
ら
れ
、
明
治
十
五
年

三
月
に
再
度
の
火
災
に
よ
り
御
本
殿
以
下
建
造
物
な
ど
消
失
し
ま
し

た
が
、
明
治
十
九
年
に
復
興
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
に
は
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
祭
が
斎
行
さ
れ
、『
遠
江
国
の
一

宮
さ
ま
』
と
し
て
崇
敬
さ
れ
広
く
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
五
年
九
月
十
四
日
に
は
、
秋
篠
宮
文
仁
親
王
殿
下

同
妃
紀
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
、

神
宮
祭
主
池
田
厚
子
様
が
ご
参
拝
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
十
九
日

に
は
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
ャ
小
国

神
社
が
タ
イ
王
国
に
ご
鎮
座
と
な
り
ま
し
た
。
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賜
り
、
平
成
十
八
年
十
一
月
八
日
に
は
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池
田
厚
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様
が
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参
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、
平
成
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十
九
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四
月
二
十
九
日

に
は
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高
円
宮
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久
子
殿
下
の
ご
親
拝
を
賜
り
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
に
は
、
初
の
海
外
分
祠
シ
ラ
チ
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小
国
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が
タ
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王
国
に
ご
鎮
座
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な
り
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。

遠
江
国
一
宮

小
國
神
社
の
ご
由
緒

創

2

小國神社ものがたり

公式ウェブサイト特設ページで
スペシャルムービー公開中 　この物語は、静岡市在住の絵本・造形

作家のたたらなおきさんよりご奉納いた
だいた全長約七メートルの絵物語をもと
に作成をしたアニメーションです。
　神代より語り継がれてきたお話には、

日本人の「豊かで優しい和の心」の原点
が描かれています。神々の営みの中から
「正しい道筋をたてて生きてゆくことの
大切さ」や、「思いやりのこころ」を学
びましょう。

日本の神様の物語は
『日本の良き国柄』、『伝統』、『文化』を
今に伝えています。

小
國
神
社
と

徳
川
家
康
公
の
知
ら
れ
ざ
る
歴
史
・
秘
話
も
…

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
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花柳磐優様・磐優愛様による花柳流日本舞踊の奉納（11月29日）
ばんゆう ばん ゆ   め

ひ
の
え
う
ま

師
走
雑
感

師
走
雑
感

　

季
節
の
巡
り
は
早
い
も
の
で
、
今
季
も
多
く
の
皆
様
に
当
社
の
紅
葉
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
年
の
色
づ
き
は
非
常
に
美
し
く
、
ご
神
域
の
至
る
所
で
感
嘆
の
声
が
聞
こ
え
て
参
り
ま
し
た
。

自
然
が
描
く
極
上
の
色
彩
に
目
を
奪
わ
れ
、
立
ち
止
ま
る
方
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
毎
年
の

事
な
が
ら
、
神
々
が
運
ぶ
季
節
の
移
ろ
い
が
見
せ
る
自
然
の
深
遠
さ
に
心
を
打
た
れ
ま
す
。
県
内
報

道
各
社
も
取
材
に
訪
れ
る
な
ど
、
賑
わ
い
の
ご
神
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
誌
面
で
も
ご
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
が
森
町
商

工
会
・
森
町
観
光
協
会
・
明
神
通
り
振
興
会
・
こ
と
ま
ち
横
丁
・
小
國
神
社
と
の
共
創
事
業
と
し
て

実
施
す
る
路
線
バ
ス
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
が
県
の
協
力
を
得
て
実
証
運
行
で
は
あ
り
ま
す
が
、

約
五
十
年
ぶ
り
に
開
通
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
交
通
で
の
参
拝
が
可
能
と
な
り
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
渋
滞
の
緩
和
な
ど
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
ご
参
拝
の
皆
様
を
お
も

て
な
し
し
た
い
』
と
の
思
い
か
ら
『
乗
車
か
ら
参
道
が
始
ま
る
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
内
装
や
外
装
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
迎
え
る
新
年
か
ら
厄
除
大
祭
の
約
一
か
月
間
は
、
特
別
運
行

の
実
施
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
乗
車
の
折
に
、
お
楽
し
み
頂
き
ま
す
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
憲
政
史
上
初
め
て
の
女
性
総
理
大
臣
が
誕
生
し
、
高
市
内
閣
が
発
足
さ
れ
た
こ
と
は
、

時
代
の
流
れ
に
合
致
し
た
大
変
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
高
市
政
権
に
寄
せ
る
国
民

の
期
待
は
高
い
支
持
率
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
他
方
、
総
理
の
台
湾
有
事
に
関
す
る

国
会
答
弁
に
対
し
、
駐
大
阪
中
国
総
領
事
の
S
N
S
に
お
お
よ
そ
近
代
国
家
の
通
商
窓
口
の
発
言
と

は
考
え
ら
れ
な
い
脅
迫
的
な
投
稿
を
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
覇
権
主
義
を
隠
す
こ
と
の
な
い
中
国
共

産
党
は
、
発
言
撤
回
を
求
め
様
々
な
報
復
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
が
、
当
局
の
焦
り
様
は
、
一
種
異

様
に
映
り
ま
す
。
先
の
答
弁
は
従
来
の
政
府
見
解
に
基
づ
く
当
た
り
前
の
事
を
述
べ
た
に
過
ぎ
ま
せ

ん
し
、
法
的
な
解
釈
も
間
違
い
な
い
も
の
で
す
。
改
め
て
、
『
台
湾
有
事
』
や
『
尖
閣
問
題
』
な
ど

我
が
国
が
置
か
れ
た
現
状
を
肝
に
据
え
、
国
民
一
丸
と
な
っ
て
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

一
方
で
、
香
港
北
部
で
起
き
た
高
層
住
宅
の
大
規
模
火
災
に
つ
い
て
、
総
理
が
お
見
舞
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
出
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
く
報
道
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
政
治
的
な
日
中
問
題
と
多

く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
悲
し
い
事
件
と
を
し
っ
か
り
線
引
き
し
た
日
本
人
ら
し
い
品
格
あ
る
行
動

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
一
同
、
丙
午
の
年
を
迎
え
る
あ
た
り
、
御
皇
室
の
ご
安
泰
と
国
の
隆
昌
と
世
界
の
平
和
を
祈

る
祭
祀
の
厳
修
に
努
め
て
参
り
た
く
存
じ
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
ご
壮
健
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

令
和
七
年
十
二
月
一
日
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十
月
三
日
㈮
、
J
R
袋
井
駅
と
当
社
を
結
ぶ
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
の
開

通
式
典
を
拝
殿
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
約
五
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
こ
の
バ
ス

路
線
は
、
静
岡
鉄
道
グ
ル
ー
プ
で
森
町
に
本
社
を
置
く
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱

が
実
証
運
行
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
社
は
年
間
約
八
十
五
万
人
が
ご
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
自
動

車
や
観
光
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
交
通
の
在
り
方
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
従
前
よ
り
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
無
料
駐
車
場
の
増

設
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
参
拝
集
中
期
間
に
は
周
辺
地
域
で
の
渋

滞
が
発
生
す
る
こ
と
も
、
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
課
題
の
解
消
を
目

指
し
、
静
岡
県
の
支
援
を
受
け
、
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
小
國
神
社
、
明
神

通
り
振
興
会
、
こ
と
ま
ち
横
丁
、
森
町
商
工
会
、
森
町
観
光
協
会
が
共
創
体
制

で
立
ち
上
げ
た
路
線
が
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
で
す
。
新
た
な
参
拝
者
の
受

け
入
れ
と
、
持
続
可
能
な
文
化
観
光
・
交
通
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
拝
殿
に
て
「
小
國
神
社
・
開
運
線
運
行
安
全
祈
願
祭
」
を
斎
行
し
、

引
き
続
き
開
通
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
国
土
交
通
省
中
部
運
輸

局
静
岡
支
局
長
小
川
賢
二
様
、
静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
部
理
事
川
口
茂

則
様
、
森
町
長
太
田
康
雄
様
、
静
岡
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
川
井
敏
行
様
を

は
じ
め
関
係
各
位
九
十
八
名
の
ご
参
列
を
賜
り
、
共
創
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
も
初
披
露
さ
れ
、
新
車
両
の
お
祓
い
を
行
い
、
運
行
の
安
全
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
た
。

ご
加
護
を
お
受
け
頂
け
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
岡
部
聡
監
督
に
よ
る
特
別
映
像
作

品
が
上
映
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
摩
耶
保
育
園
園
児
の
『
手
形
も
み
じ
』
が
車

内
を
飾
る
な
ど
、
様
々
な
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
静
岡
の

風
景
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
参
拝
の
旅
路
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

開
通
を
記
念
し
、
鳥
居
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
特
別
記
念
乗
車
券
」
や
、
ご
乗

車
参
拝
を
さ
れ
た
方
々
に
特
別
に
お
頒
か
ち
す
る
「
特
別
御
朱
印
」
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
様
独
自
の
「
バ
朱
印
」
や

「
バ
朱
印
帳
」
も
展
開
中
で
、
ご
参
拝
の
思
い
出
を
一
層
彩
り
ま
す
。

　
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
を
多
く
の
ご
参
拝
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
地
元
摩
耶
保
育
園
の
園
児
を
招
待

し
、「
初
乗
り
」
と
し
て
J
R
袋
井
駅
ま
で

の
試
走
を
実
施
、
袋
井
駅
で
は
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
報
道
各
社
も

取
材
に
訪
れ
、
賑
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
は
、
単
な
る
交

通
手
段
で
は
な
く
、「
ご
乗
車
の
時
か
ら
参

道
が
始
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
は
小

國
神
社
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の
一
つ
で
、
落
ち

着
き
の
あ
る
紫
紺
を
基
調
と
し
、
当
社
の
御

神
紋
の
右
三
つ
巴
の
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

車
内
に
は
、
「
打
出
の
小
槌
」
が
奉
安
さ

れ
、
降
車
の
際
に
触
れ
る
こ
と
で
大
神
様
の

小國神社・開運線
開通式

小國神社・開運線
開通式

50年ぶりに路線バス復活!!公共交通でのご参拝が実現

新
た
な
交
通
手
段
で
、
バ
ス
旅
参
拝
を

バ
ス
に
乗
っ
た
瞬
間
か
ら

参
道
が
始
ま
る

記念御朱印を受けられる「記念乗車証」を
車内にて配布しています

この乗車証を小國神社でご提示いただくと「小國神社・開運線」
記念御朱印をお受けいただけます

記念乗車証・記念御朱印

アクセス・発車時刻等
詳細はこちらから

特別招待で初乗りをした摩耶保育園の園児たち▲

内装も当社の神事や四季を▲
イメージした特別仕様です　

初穂料
500円
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十
月
三
日
㈮
、
J
R
袋
井
駅
と
当
社
を
結
ぶ
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
の
開

通
式
典
を
拝
殿
で
執
り
行
い
ま
し
た
。
約
五
十
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
こ
の
バ
ス

路
線
は
、
静
岡
鉄
道
グ
ル
ー
プ
で
森
町
に
本
社
を
置
く
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱

が
実
証
運
行
と
し
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

当
社
は
年
間
約
八
十
五
万
人
が
ご
参
拝
に
訪
れ
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、
自
動

車
や
観
光
バ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
次
交
通
の
在
り
方
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
従
前
よ
り
当
社
に
お
き
ま
し
て
も
、
無
料
駐
車
場
の
増

設
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
参
拝
集
中
期
間
に
は
周
辺
地
域
で
の
渋

滞
が
発
生
す
る
こ
と
も
、
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
し
た
。
課
題
の
解
消
を
目

指
し
、
静
岡
県
の
支
援
を
受
け
、
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
、
小
國
神
社
、
明
神

通
り
振
興
会
、
こ
と
ま
ち
横
丁
、
森
町
商
工
会
、
森
町
観
光
協
会
が
共
創
体
制

で
立
ち
上
げ
た
路
線
が
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
で
す
。
新
た
な
参
拝
者
の
受

け
入
れ
と
、
持
続
可
能
な
文
化
観
光
・
交
通
環
境
の
改
善
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
拝
殿
に
て
「
小
國
神
社
・
開
運
線
運
行
安
全
祈
願
祭
」
を
斎
行
し
、

引
き
続
き
開
通
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
国
土
交
通
省
中
部
運
輸

局
静
岡
支
局
長
小
川
賢
二
様
、
静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
観
光
部
理
事
川
口
茂

則
様
、
森
町
長
太
田
康
雄
様
、
静
岡
鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
社
長
川
井
敏
行
様
を

は
じ
め
関
係
各
位
九
十
八
名
の
ご
参
列
を
賜
り
、
共
創
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
も
初
披
露
さ
れ
、
新
車
両
の
お
祓
い
を
行
い
、
運
行
の
安
全
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
た
。

ご
加
護
を
お
受
け
頂
け
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
岡
部
聡
監
督
に
よ
る
特
別
映
像
作

品
が
上
映
さ
れ
ま
す
。
他
に
も
、
摩
耶
保
育
園
園
児
の
『
手
形
も
み
じ
』
が
車

内
を
飾
る
な
ど
、
様
々
な
見
ど
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
車
窓
か
ら
眺
め
る
静
岡
の

風
景
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が
ら
、
参
拝
の
旅
路
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　

開
通
を
記
念
し
、
鳥
居
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
「
特
別
記
念
乗
車
券
」
や
、
ご
乗

車
参
拝
を
さ
れ
た
方
々
に
特
別
に
お
頒
か
ち
す
る
「
特
別
御
朱
印
」
を
ご
用
意

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱
様
独
自
の
「
バ
朱
印
」
や

「
バ
朱
印
帳
」
も
展
開
中
で
、
ご
参
拝
の
思
い
出
を
一
層
彩
り
ま
す
。

　
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
を
多
く
の
ご
参
拝
の
皆
様
に
ご
利
用
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

　

ま
た
、
地
元
摩
耶
保
育
園
の
園
児
を
招
待

し
、「
初
乗
り
」
と
し
て
J
R
袋
井
駅
ま
で

の
試
走
を
実
施
、
袋
井
駅
で
は
出
発
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
報
道
各
社
も

取
材
に
訪
れ
、
賑
わ
い
の
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
小
國
神
社
・
開
運
線
」
は
、
単
な
る
交

通
手
段
で
は
な
く
、「
ご
乗
車
の
時
か
ら
参

道
が
始
ま
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
様
々
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
車
両
の
デ
ザ
イ
ン
は
小

國
神
社
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー
の
一
つ
で
、
落
ち

着
き
の
あ
る
紫
紺
を
基
調
と
し
、
当
社
の
御

神
紋
の
右
三
つ
巴
の
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

車
内
に
は
、
「
打
出
の
小
槌
」
が
奉
安
さ

れ
、
降
車
の
際
に
触
れ
る
こ
と
で
大
神
様
の

▲国土交通省中部運輸局
　静岡運輸支局長
　小川賢二様

▲森町長
　太田康雄様

▲静岡鉄道㈱
　代表取締役社長
　川井敏行様

▲静岡県スポーツ・
　文化観光部理事
　川口茂則様

▲秋葉バスサービス㈱
　代表取締役社長
　山田　光様

挨拶を述べる宮司▲

開
通
を
記
念
し
た
特
別
企
画
も

◀
出
発
式
で
挨
拶
を
述
べ
る

　
秋
葉
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
㈱

　
山
田
　
光
社
長

◀
出
発
式
で
は
園
児
か
ら

　
運
転
手
へ
感
謝
の
花
束
が

　
贈
ら
れ
ま
し
た

◀
無
事
出
発
式
を
終
え
た

　
後
は
初
の
乗
客
を
乗
せ
、

　
神
社
へ
出
発
し
ま
し
た ▲初乗り前に清祓をし

　走行中の安全をお祈りしました

▲当日は多数のメディアが
　取材に来られました
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「
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
年
が
明
け
る
と
日
本
中
が
こ
の

言
葉
に
包
ま
れ
ま
す
。
「
お
め
で
と

う
」
と
挨
拶
を
さ
れ
る
と
、
誰
も
が

「
お
め
で
と
う
」
と
答
え
ま
す
。
慣
れ

親
し
ん
だ
光
景
で
す
が
、
「
お
正
月
」

が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
お
い
て
特
別
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
神
代
よ
り
、
日
本
人
は
稲
作
を
中
心

と
し
た
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
春

に
蒔
か
れ
た
籾
は
早
苗
と
な
り
、
初
夏

の
田
植
え
を
経
て
、
秋
に
は
黄
金
色
の

稲
穂
を
た
わ
わ
に
稔
ら
せ
ま
す
。
そ
し

て
、
冬
に
な
る
と
お
米
の
一
粒
一
粒
が

新
し
い
生
命
を
蓄
え
、
巡
り
来
る
春
を

待
ち
ま
す
。
私
た
ち
の
祖
先
は
、
こ
の

時
の
な
が
れ
を
「
年（
歳
）」
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
正
月
は
、
単
に
一
年
の
始
ま
り
だ

け
で
は
な
く
、
農
事
を
始
め
る
前
に
、

そ
の
年
が
豊
作
で
あ
る
よ
う
に
神
さ
ま

に
お
祈
り
す
る
大
切
な
神
ま
つ
り（
予

祝
）で
し
た
。

　
今
日
で
は
、
本
来
の
意
味
が
忘
れ
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
お
正
月
は
『
神
さ
ま

と
人
と
を
結
び
つ
け
、
家
庭
の
和
を
育

む
大
切
な
伝
統
行
事
』
の
一
つ
で
す
。

　
わ
ら
べ
歌
の
中
に

「
お
正
月
さ
ま
が
ご
ー
ざ
っ
た

何
処
ま
で
ご
ー
ざ
っ
た
　
神
田
ま
で
ご
ー
ざ
っ
た

何
に
乗
っ
て
ご
ー
ざ
っ
た 

交
譲
木
（
ゆ
ず
り
は
）
に
乗
っ
て

ゆ
ず
り
ゆ
ず
り
ご
ー
ざ
っ
た
」

と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
お
正
月
の
訪
れ
を
指
折
り
数
え
て

待
つ
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
昔
も
今
も
変

わ
ら
な
い
心
持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
出
て
く
る
「
お
正
月
さ
ま
」
は
「
歳
神
さ

ま
」
の
こ
と
で
、
年
の
始
め
に
家
を
訪
れ
、
家
族
に
幸
せ
を
授

け
る
神
さ
ま
で
す
。

　
こ
の
歳
神
さ
ま
は
稲
の
魂
で
あ
る
と
と
も
に
ご
先
祖
さ
ま

の
御
霊
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
の
信
仰
が
あ
り
ま
す
。

　
年
末
か
ら
お
正
月
に
か
け
て
行
な
わ
れ
る
様
々
な
行
事
は
、

す
べ
て
こ
の
歳
神
さ
ま
を
お
ま
つ
り
す
る
た
め
の
も
の
な
の

で
す
。

暮
ら
し
に
生
き
る「
神
道
」

お
正
月
は
歳
神
さ
ま
を

　
　
　
　
　
お
祀
り
す
る
神
事

歳
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
た
め
に

お
正
月

お
正
月

「
お
正
月
」
は
、
神
さ
ま
と
人
を
結
び
つ
け
、
家
庭
の
和
を
育
む
。

が
改
ま
り
�
心
も
改
ま
る

と
し

よ

み
た
ま

み
た
ま
や

ふ     

だ

と
し
　 

が
み

年日
本
中
が
﹁
お
め
で
と
う
﹂
の

声
に
つ
つ
ま
れ
る

　
年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
大
掃
除
を
し
て
、
お
正
月
を
迎
え
る
準
備

を
お
こ
な
い
ま
す
。
大
掃
除
の
と
き
に
は
、
神
だ
な
や
御
霊
舎
を
綺
麗
に
し
、
お
神
札

も
新
し
く
し
ま
す
。
玄
関
に
注
連
飾
り
や
、
門
松
を
飾
る
の
は
、
そ
の
場
所
が
清
浄
で

あ
る
と
示
し
、
歳
神
さ
ま
を
家
に
お
迎
え
す
る
目
印
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
鏡
餅
を

飾
っ
て
歳
神
さ
ま
に
お
供
え
を
し
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
核
家
族
化
や
住
環
境
の
変
化
に
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
や

洋
室
な
ど
で
お
正
月
を
迎
え
る
場
合
、
「
門
松
を
飾
る
場
所
が
な
い
。

床
の
間
が
な
い
」
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
場
合
は
、
市
販
の
正
月
飾
り
を
用
い
た
り
、
タ
ン
ス
や
飾

り
棚
の
上
に
鏡
餅
を
お
供
え
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
春
準
備
を
整

え
、
真
心
で
神
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
こ
と
で
す
。

 

し
ゅ
く

し     

め



絵馬表面

絵馬表面

永崎ひまる

　来年の干支絵馬のひとつは、当社の崇敬者で日本唯一の
「絵馬師」として活躍する永崎ひまるさんによる、小國神社
だけの特別な作品です。
　ひまるさんは、NHK朝ごはんラボや週刊女性自身などの
各方面より、絵馬を通じて日本の伝統文化の素晴らしさを発
信し、本年、著書『ふくふく開運絵馬』はamazonや楽天
ブックスでランキング一位を獲得しました。

絵馬師・和風画家・作家
平成二十七年度神道文化賞受賞

秋場美緒

　来年の小國神社の干支絵馬は、長年にわたり小國神社での
祭祀舞や、社頭奉仕などのご奉仕をされ、作家として活動して
いる秋場美緒さんによる、開運招福を祈る馬と紅葉のデザイン
です。力強く大地を蹴り、天へと飛翔しようとする馬の姿を
描かれた、新年の「飛躍」を象徴するようなあたたかみのあ
るデザインです。

舞指導・縁起物作家

7

仕事守
初穂料：1,000円

福徳円満守
初穂料：800円

強運守
初穂料：800円 もみじ守

初穂料：800円

交安錦守
初穂料：各800円

御守
初穂料：各800円

厄除鉾
初穂料：

2,000円
福熊手

大 初穂料：4,000円
小 初穂料：2,000円

台付き破魔矢
初穂料：2,000円

大鏑矢
初穂料：

5,000円

お　守　り

縁　起　物

日
々
の
暮
ら
し
を
ご
加
護
い
た
だ
く

授
与
品
紹
介

〜
生
活
空
間
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
、縁
起
物
〜

え
　
　
　
と
　
　 

ど
　
　 

れ
い

ひ
の
え

う
ま

丙
午 
小
國
神
社
干
支
土
鈴

特
別

奉
製

（
授
与
料
二
、〇
〇
〇
円
）

岡本政志…張り子作家で、干支土鈴の
型を作成。暖かみと優しさ
溢れる作品が特徴。

中野日和…三重県桑名市在住の画家、
改組日展、光風会展など多
数入選。

　　　　　干支土鈴の総合デザインなど
担当。

作 り 手

　
小
國
神
社
の
土
鈴
は
、
民
俗
学
者
折
口
信
夫

の
高
弟
鈴
木
正
彦
先
生
が
、
多
年
研
究
の
途
次

蒐
集
し
た
一
万
数
千
点
の
土
鈴
を
関
係
者
各
位

の
ご
縁
ご
協
力
に
よ
り
小
國
神
社
に
奉
納
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　
子
年
の
令
和
二
年
春
、
当
社
で
は
こ
れ
を
機

に
一
年
の
平
安
を
祈
願
し
『
小
國
神
社
干
支
土

鈴
』
の
授
与
を
は
じ
め
ま
し
た
。

　
来
年
『
丙
午
』
は
、
「
丙
」
が
火
を
意
味
す

る
こ
と
、
「
午
」
は
速
く
疾
走
す
る
こ
と
か
ら
、

速
く
燃
え
盛
る
よ
う
な
行
動
力
や
情
熱
、
自
由

活
発
さ
を
象
徴
す
る
、
活
き
活
き
と
伸
び
行
く

年
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
お
参
り
く
だ
さ
る
方
々
の
幸
福
と
さ
ら
な
る

発
展
を
願
い
、
奉
製
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

　
生
活
空
間
に
寄
り
添
う
、
手
の
り
サ
イ
ズ
の

可
愛
ら
し
い
縁
起
物
で
す
。

ひ
の
え
う
ま

（帯守）
おびまもりさい なん よけまもり

災難除守
初穂料：2,000円

来
年
の
破
魔
矢
干
支
絵
馬
の
ご
紹
介（
初
穂
料
一
、〇
〇
〇
円
）

新しいお守りのご紹介
来年の丙午年は古来、飛躍の
年とも言われます。小國神社
では、来年より強運を授かる
よう祈りを込めたお守りをお
頒かちいたします。お守りを
お受けいただき、大神様のご
加護をお授かり下さい。
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丙
午
年

厄
除
大
祭
一
月
二
十
日
㈫
〜
二
月
三
日
㈫

令
和
八
年〈
２
０
２
６
年
〉

ひ
の
え     

う
ま

た
い　

  

な
ん

し
ょ
う　

 

な
ん

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

　
人
生
の
節
目
の
年
に
あ
た
る
厄
年
は
、
健

康
、
仕
事
、
私
生
活
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
難

を
招
き
や
す
い
年
頃
と
い
わ
れ
、
誰
も
が
健

康
で
充
実
し
た
人
生
を
無
事
送
り
た
い
と
願

う
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
小
國
神
社
で
は
、
一
月
二
十
日
か
ら
二
月

三
日
ま
で
厄
除
大
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。
厄

年
の
お
祓
い
を
は
じ
め
八
方
塞
が
り
・
黒

星
・
諸
災
消
除
等
諸
々
の
ご
祈
祷
を
ご
奉
仕

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
考
え
方
で
、
身

の
回
り
の
凶
事
・
体
調
不
良
な
ど
、
様
々
な

難
を
招
き
や
す
い
年
と
さ
れ
ま
す
。
男
性
は

二
十
五
歳
・
四
十
二
歳
・
六
十
一
歳
、
女
性

は
十
九
歳
・
三
十
三
歳
・
三
十
七
歳
・
六
十

一
歳
が
厄
年
と
さ
れ
、
そ
の
前
後
の
年
齢
を

「
前
厄
」
「
後
厄
」
と
言
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
年
は
神
事
で
重
要
な
役
目
を
担

う
風
習
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
祭
り
で
の

「
役
（
や
く
）
」
が
厄
年
の
語
源
で
あ
る
と

も
言
わ
れ
、
神
さ
ま
に
失
礼
の
な
い
よ
う
慎

み
、
心
身
を
清
浄
に
す
る
た
め
、
ご
祈
祷
を

受
け
た
の
が
厄
除
の
は
じ
ま
り
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

神
様
の
ご
加
護
の
も
と

健
康
で
充
実
し
た
人
生
を
願
っ
て

厄
年
と
は
？

厄年早見表〈令和８年〉厄年早見表〈令和８年〉

※年齢は数え年です。※年齢は数え年です。
◎初穂料について：ご祈祷の初穂料は、5,000円からご志納をお願いいたします。◎初穂料について：ご祈祷の初穂料は、5,000円からご志納をお願いいたします。

大
難
は
小
難
に

男性 厄年
前厄 本厄 後厄
2003年
平成15年生
〈24歳〉

2002年
平成14年生
〈25歳〉

2001年
平成13年生
〈26歳〉

1986年
昭和61年生
〈41歳〉

1985年
昭和60年生
〈42歳〉

1984年
昭和59年生
〈43歳〉

1967年
昭和42年生
〈60歳〉

1966年
昭和41年生
〈61歳〉

1965年
昭和40年生
〈62歳〉

女性 厄年
前厄 本厄 後厄
2009年
平成21年生
〈18歳〉

2008年
平成20年生
〈19歳〉

2007年
平成19年生
〈20歳〉

1995年
平成７年生
〈32歳〉

1994年
平成６年生
〈33歳〉

1993年
平成５年生
〈34歳〉

1991年
平成３年生
〈36歳〉

1989年
平成元年／
昭和64年生
〈38歳〉

1967年
昭和42年生
〈60歳〉

1966年
昭和41年生
〈61歳〉

1965年
昭和40年生
〈62歳〉

1990年
平成２年生
〈37歳〉

八方塞がり

64歳昭和38年
55歳昭和47年

19歳平成  20年
平成29年 10歳

昭和56年 46歳

91歳昭和11年
82歳昭和20年

昭和29年 73歳

万事に慎重を要する
年まわりと

言われています。

平成 年 28歳11
平成 年2 37歳

一白水星生まれの方
黒　　　星

運気が低迷する
年まわりと

言われています。

六白金星生まれの方
96歳昭和 6年

昭和33年 69歳
昭和42年 60歳
昭和51年 51歳

昭和15年 87歳
昭和24年 78歳

平成 年 33歳6
昭和60年 42歳

平成15年 24歳
平成24年 15歳
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▲修祓　厄除祈祷に先立ちお祓いをいたします
しゅばつ

し
ょ
う　

 

な
ん

ぶ  　

 

な
ん

　
厄
除
・
方
位
除
け
早
見
表
か
ら
、
毎

日
の
吉
凶
・
九
星
そ
れ
ぞ
れ
の
運
勢
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
冠
婚
葬
祭
な

ど
生
活
に
関
わ
る
運
勢
を
判
断
し
、
運

気
の
向
上
に
役
立
ち
ま
す
。

　
授
与
所
で
五
百
円
に
て
頒
布
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
厄
年
は
満
年
齢
で
は
な
く
数
え
年
を
基
準

と
し
て
考
え
る
た
め
、
誕
生
日
で
は
な
く
元

日
が
区
切
り
で
す
。
そ
の
た
め
、
厄
年
の
一

年
は
元
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
厄
除
祈
願
は
、
立
春
ま
で
に
行
う
の
が
習

わ
し
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
こ

の
期
間
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　
当
社
で
は
休
み
な
く
三
六
五
日
い
つ
で
も

受
付
し
て
い
ま
す
。
誕
生
日
に
合
わ
せ
た
り
、

大
安
な
ど
お
日
柄
の
良
い
日
に
合
わ
せ
た
り

と
、
自
分
の
都
合
に
よ
っ
て
ご
祈
祷
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
決
め
る
方
も
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
厄
除
祈
願
は
厄
年
の
人
に

限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厄
年
で
は

な
く
て
も
、
ご
祈
祷
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
病
気
や
怪
我
な
ど
何
か
と
不
運
が
続
い
て

い
る
…
と
感
じ
て
い
れ
ば
、
ご
祈
祷
を
受
け

る
の
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
厄
年
に
関

係
な
く
、
一
年
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
、

厄
除
祈
願
を
毎
年
行
う
人
も
い
ま
す
。
受
付

で
是
非
と
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

厄
除
大
祭
期
間
中
に
厄
除
祈
願
を
お
受

け
頂
く
と
、
特
別
に
「
厄
除
大
祭
御
神

札
」
と
共
に
「
厄
除
肌
守
」
を
ご
祈
祷
後

に
授
与
い
た
し
ま
す
。

　
黒
星
除
け
祈
願
と
八
方
塞
が
り
除
け
祈

願
、
そ
れ
ぞ
れ
厄
年
と
は
別
の
厄
に
な
り

ま
す
の
で
、
当
社
で
は
ど
ち
ら
も
受
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

黒
星
や
八
方
塞
が
り
が

厄
年
と
重
な
っ
て
い
る
場
合
は
？

厄
除
祈
願
は
年
始
〜
節
分
が
多
い
？

小
難
は
無
難
に

特
別
授
与
の「
厄
除
肌
守
」

　
「
破
魔
弓
矢
」
と
は
、
ご
祭
神
「
大
己

貴
命
」
が
八
十
神
（
悪
し
き
神
）
を
宝
器

で
あ
る
生
弓
矢
を
用
い
て
坂
の
果
て
に
追

い
伏
せ
、
河
の
瀬
に
追
い
払
い
、
初
め
て

こ
の
国
を
治
め
た
慶
事
に
基
づ
き
ま
す
。

　
厄
除
大
祭
期
間
中
の
み
の
特
別
授
与
品

と
し
て
、
厄
難
消
除
・
開
運
厄
除
の
願
い

を
込
め
奉
製
い
た
し
ま
し
た
。
授
与
所
に

て
授
与
し
て
い
ま
す
。

厄
難
消
除
・
開
運
厄
除「
破
魔
弓
矢
」

令
和
八
年
版

小
國
神
社 

神
社
暦

厄除祈願の授与品のご案内
◀
災
難
除
守（
初
穂
料
：
二
〇
〇
〇
円
）

▲厄難消除・開運厄除「破魔弓矢」
　初穂料：2,000円

▲厄除肌守

や   

そ  

が
み

い
く
ゆ
み  

や

厄
除
の
あ
れ
こ
れ
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▶
土
鈴
館
に
収
蔵
し
て
い
る

　
鈴
木
正
彦
先
生
ゆ
か
り
の
土
鈴

　
土
鈴
館
を
見
学
す
る
鈴
木
先
生
と

◀
森
町
長
太
田
康
雄
様

　

本
年
の
八
月
下
旬
、
小
國
神
社
境
内
に

「
鈴
木
正
彦
記
念
土
鈴
館
」
が
開
館
し
た
。

木
造
平
屋
の
八
角
形
を
し
た
こ
の
建
物
の
内

部
に
は
、
私
の
父
親
で
あ
る
鈴
木
正
彦
（
一

九
二
二
〜
二
〇
二
〇
）
が
生
前
に
蒐
集
し
て

い
た
土
鈴
、
一
三
三
〇
〇
個
ほ
ど
の
中
か
ら
、

常
時
九
〇
〇
個
ほ
ど
の
土
鈴
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
順
次
入
れ
替
え
ら
れ
な
が
ら

そ
の
全
貌
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

　

父
は
岐
阜
県
恵
那
郡
中
津
川
町
駒
場
（
現

中
津
川
市
）
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
父
親
で

あ
る
私
の
祖
父
が
税
務
署
勤
務
で
あ
っ
た
た

め
、
幼
少
時
よ
り
転
居
を
く
り
返
し
、
岐
阜

県
・
三
重
県
・
愛
知
県
を
移
動
し
て
育
っ
た
。

愛
知
県
立
津
島
中
学
校（
現
在
の
津
島
高
校
）

在
学
中
に
習
っ
た
国
語
教
師
の
熊
谷
武
至

（
後
に
東
海
学
園
女
子
短
大
教
授
）
の
影
響

を
受
け
、
熊
谷
の
恩
師
で
あ
る
国
文
学
の
泰

斗
折
口
信
夫
の
教
え
を
受
け
る
べ
く
國
學
院

大
学
予
科
を
経
て
、
同
大
学
の
国
文
学
科
へ

と
進
ん
だ
。
し
か
し
在
学
中
の
昭
和
十
八
年

十
二
月
十
日
に
は
、
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
学

徒
壮
行
会
に
参
加
し
て
明
治
神
宮
外
苑
競
技

場
を
行
進
し
、
第
四
期
海
軍
兵
科
予
備
学
生

と
な
っ
て
大
学
を
離
れ
て
戦
争
中
を
過
ご
し
、

終
戦
の
日
を
静
岡
県
の
藤
枝
基
地
で
海
軍
少

尉
と
し
て
迎
え
た
。
戦
後
大
学
に
復
帰
し
、

折
口
研
究
室
の
助
手
と
な
っ
た
後
、
昭
和
二

十
五
年
か
ら
は
、
七
十
歳
を
迎
え
た
平
成
五

年
に
退
職
す
る
ま
で
和
洋
女
子
大
学
に
勤
務

し
、
定
年
後
は
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授
と

し
て
過
ご
し
た
。

　

そ
ん
な
父
が
土
鈴
に
目
覚
め
た
の
は
、
昭

和
三
十
九
年
五
月
十
五
日
午
後
の
こ
と
。
そ

の
経
緯
を
息
子
の
私
が
知
る
こ
と
が
で
き
た

裏
に
は
、
父
の
も
つ
記
録
魔
的
な
性
格
が

あ
っ
て
、
日
々
の
出
来
事
な
ど
が
細
か
い
字

で
ギ
ッ
シ
リ
と
書
き
込
ま
れ
た
手
帳
が
多
数

残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
父
は
さ
ら
に
、

そ
の
記
録
を
手
が
か
り
に
自
身
の
歩
ん
で
来

た
足
跡
を
折
り
に
触
れ
て
ま
と
め
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
日
宇
佐
八
幡
の
社
務

所
で
受
け
た
鈴
守
り
に
ス
ッ
カ
リ
魅
了
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
鈴
は
、
白

色
無
彩
の
素
焼
き
の
ま
ま
で
、
中
央
鉢
巻
の

上
に
「
宇
佐
八
幡
」
が
陽
刻
さ
れ
た
素
朴
で

可
憐
な
形
を
し
、
澄
ん
だ
高
雅
な
音
色
が
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
土
鈴

と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
以
後
、
父
は

土
鈴
蒐
集
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

折
口
門
下
と
し
て
、
国
文
学
・
民
俗
学
を

専
門
と
し
た
父
は
、
学
会
出
張
や
調
査
旅
行

な
ど
で
旅
行
に
出
る
機
会
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
私
が
中
学
時
代
の
記
憶
で
は
、
旅
行
か

ら
帰
宅
時
の
父
は
、
身
の
回
り
品
を
入
れ
た

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
の
他
に
、
中
に
土
鈴
の

入
っ
た
紙
箱
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
た
、

透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
た
手
提
げ
付
き

の
大
き
な
紙
袋
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
常
で

あ
っ
た
。
母
親
や
子
ど
も
で
あ
る
私
や
妹
へ

の
土
産
に
つ
い
て
は
、
正
直
記
憶
に
無
い
の

だ
が
。

　

入
手
し
た
土
鈴
の
増
加
と
共
に
問
題
と
な

る
の
が
、
そ
の
収
蔵
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
が

直
接
の
理
由
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
、
東
京
の
郊
外
に
購
入
し
た
建
売
住
宅
は
、

増
築
・
改
築
を
経
て
、
最
終
的
に
は
敷
地
の

端
か
ら
端
ま
で
繫
が
る
屋
根
裏
部
屋
が
〝
土

鈴
置
き
場
〞
と
し
て
定
着
し
た
。
昭
和
四
十

七
年
頃
か
ら
は
、
父
親
が
土
鈴
の
コ
レ
ク

タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
新
聞
・
雑

誌
・
T
V
の
記
者
が
取
材
に
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
広
げ
て
土

東北大学名誉教授鈴木 岩弓

特別寄稿

鈴木正彦記念土鈴館の
開館にあたって

鈴
を
振
る
父
親
の
写
真
付
き
の
記
事
が
出
る

機
会
が
増
え
て
き
た
。
そ
う
し
た
際
、
鈴
の

埃
を
払
っ
た
り
、
良
い
写
真
の
ア
ン
グ
ル
確

保
の
た
め
に
部
屋
の
模
様
替
え
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
母
親
が
一
番
大
変
で
あ
っ
た
。

　

他
方
で
、
土
鈴
蒐
集
を
契
機
に
父
の
人
間

関
係
は
多
方
面
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の

最
初
期
の
方
は
、
父
の
土
鈴
蒐
集
の
師
と
も

な
っ
た
栗
井
千
種
と
い
う
女
性
で
あ
る
。
私

の
子
ど
も
な
が
ら
の
記
憶
で
は
、
こ
の
お
婆

ち
ゃ
ん
は
、
当
時
流
行
っ
て
い
た
朝
の
T
V

番
組
『
木
島
則
夫
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
』
に

土
鈴
蒐
集
家
と
し
て
出
演
さ
れ
た
方
で
、
こ

れ
を
見
た
母
親
が
即
座
に
放
送
局
に
電
話
し

て
連
絡
先
を
入
手
し
た
こ
と
で
、
父
親
が
直

接
お
会
い
す
る
機
会
を
得
、
交
流
が
始
ま
っ

た
よ
う
で
あ
っ
た
。
お
宅
を
訪
問
し
て
の
初

対
面
の
帰
り
際
に
貴
重
な
土
鈴
を
い
く
つ
か

頂
い
た
際
、
「
同
好
の
士
に
純
粋
な
喜
び
を

分
か
つ
の
が
蒐
集
家
の
楽
し
み
」
と
言
わ
れ

た
言
葉
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
い
う
。
ま

た
栗
井
か
ら
紹
介
を
受
け
て
「
全
国
郷
土
玩

具
友
の
会
」
に
入
会
し
て
知
り
合
っ
た
村
山

東
昌
会
長
か
ら
は
、
蒐
集
家
と
し
て
の
心
得

を
伝
授
さ
れ
た
他
、
戦
前
の
土
鈴
を
多
数
頂

き
、
こ
れ
が
父
の
も
つ
戦
前
土
鈴
の
大
半
を

占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
う
し
た

蒐
集
家
相
互
の
交
流
に
加
え
、
父
親
は
、
井

上
博
秀
は
じ
め
全
国
各
地
の
土
鈴
作
家
の

方
々
を
訪
問
し
て
親
交
を
深
め
て
い
た
が
、

こ
れ
が
父
の
土
鈴
人
脈
の
特
徴
で
も
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
々
と
の
関
係
は

拡
大
し
、
昭
和
五
十
六
年
に
発
足
し
た
「
語

鈴
会
」
や
昭
和
六
十
一
年
発
足
の
「
神
戸
土

鈴
の
会
」
な
ど
の
活
動
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
に

展
開
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
た
び
は
、
こ
う
し
た
〝
土
鈴
を
要
〞

と
し
た
人
々
の
関
係
が
実
を
結
び
、
小
國
神

社
境
内
に
土
鈴
収
蔵
の
記
念
館
が
姿
を
現
す

運
び
と
な
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
打
田
宮

司
さ
ま
を
は
じ
め
と
す
る
小
國
神
社
関
係
者

は
も
ち
ろ
ん
、
故
渡
辺
誠
弥
さ
ま
、
中
野
日

和
さ
ま
、
神
戸
土
鈴
の
会
の
皆
さ
ま
な
ど
の

多
大
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。
法
隆
寺
の
夢
殿
と
同
じ
八
角
形
を

し
、
そ
の
名
前
が
冠
さ
れ
た
立
派
な
施
設
は
、

土
鈴
蒐
集
家
と
し
て
の
父
親
に
と
っ
て
、
何

物
に
も
代
え
が
た
い
大
き
な
喜
び
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
は
亡
き
父
に
賜
っ

た
ご
厚
誼
に
篤
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

こ
の
記
念
館
が
、
わ
が
国
の
民
俗
文
化
の
一

つ
で
あ
る
土
鈴
に
特
化
さ
れ
た
展
示
の
一
大

拠
点
と
し
て
、
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
て
行

か
れ
る
こ
と
を
祈
念
す
る
次
第
で
あ
る
。
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◀
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー
で
挨
拶
を
述
べ
ら
れ
る

　
鈴
木
先
生

▶
開
館
式
に
ご
参
列
の
鈴
木
先
生
（
前
列
中
央
）

　

本
年
の
八
月
下
旬
、
小
國
神
社
境
内
に

「
鈴
木
正
彦
記
念
土
鈴
館
」
が
開
館
し
た
。

木
造
平
屋
の
八
角
形
を
し
た
こ
の
建
物
の
内

部
に
は
、
私
の
父
親
で
あ
る
鈴
木
正
彦
（
一

九
二
二
〜
二
〇
二
〇
）
が
生
前
に
蒐
集
し
て

い
た
土
鈴
、
一
三
三
〇
〇
個
ほ
ど
の
中
か
ら
、

常
時
九
〇
〇
個
ほ
ど
の
土
鈴
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
今
後
、
順
次
入
れ
替
え
ら
れ
な
が
ら

そ
の
全
貌
が
紹
介
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

　

父
は
岐
阜
県
恵
那
郡
中
津
川
町
駒
場
（
現

中
津
川
市
）
に
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
父
親
で

あ
る
私
の
祖
父
が
税
務
署
勤
務
で
あ
っ
た
た

め
、
幼
少
時
よ
り
転
居
を
く
り
返
し
、
岐
阜

県
・
三
重
県
・
愛
知
県
を
移
動
し
て
育
っ
た
。

愛
知
県
立
津
島
中
学
校（
現
在
の
津
島
高
校
）

在
学
中
に
習
っ
た
国
語
教
師
の
熊
谷
武
至

（
後
に
東
海
学
園
女
子
短
大
教
授
）
の
影
響

を
受
け
、
熊
谷
の
恩
師
で
あ
る
国
文
学
の
泰

斗
折
口
信
夫
の
教
え
を
受
け
る
べ
く
國
學
院

大
学
予
科
を
経
て
、
同
大
学
の
国
文
学
科
へ

と
進
ん
だ
。
し
か
し
在
学
中
の
昭
和
十
八
年

十
二
月
十
日
に
は
、
こ
の
日
開
催
さ
れ
た
学

徒
壮
行
会
に
参
加
し
て
明
治
神
宮
外
苑
競
技

場
を
行
進
し
、
第
四
期
海
軍
兵
科
予
備
学
生

と
な
っ
て
大
学
を
離
れ
て
戦
争
中
を
過
ご
し
、

終
戦
の
日
を
静
岡
県
の
藤
枝
基
地
で
海
軍
少

尉
と
し
て
迎
え
た
。
戦
後
大
学
に
復
帰
し
、

折
口
研
究
室
の
助
手
と
な
っ
た
後
、
昭
和
二

十
五
年
か
ら
は
、
七
十
歳
を
迎
え
た
平
成
五

年
に
退
職
す
る
ま
で
和
洋
女
子
大
学
に
勤
務

し
、
定
年
後
は
和
洋
女
子
大
学
名
誉
教
授
と

し
て
過
ご
し
た
。

　

そ
ん
な
父
が
土
鈴
に
目
覚
め
た
の
は
、
昭

和
三
十
九
年
五
月
十
五
日
午
後
の
こ
と
。
そ

の
経
緯
を
息
子
の
私
が
知
る
こ
と
が
で
き
た

裏
に
は
、
父
の
も
つ
記
録
魔
的
な
性
格
が

あ
っ
て
、
日
々
の
出
来
事
な
ど
が
細
か
い
字

で
ギ
ッ
シ
リ
と
書
き
込
ま
れ
た
手
帳
が
多
数

残
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
父
は
さ
ら
に
、

そ
の
記
録
を
手
が
か
り
に
自
身
の
歩
ん
で
来

た
足
跡
を
折
り
に
触
れ
て
ま
と
め
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
日
宇
佐
八
幡
の
社
務

所
で
受
け
た
鈴
守
り
に
ス
ッ
カ
リ
魅
了
さ
れ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
鈴
は
、
白

色
無
彩
の
素
焼
き
の
ま
ま
で
、
中
央
鉢
巻
の

上
に
「
宇
佐
八
幡
」
が
陽
刻
さ
れ
た
素
朴
で

可
憐
な
形
を
し
、
澄
ん
だ
高
雅
な
音
色
が
し

た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
の
土
鈴

と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
以
後
、
父
は

土
鈴
蒐
集
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
で
あ
る
。

　

折
口
門
下
と
し
て
、
国
文
学
・
民
俗
学
を

専
門
と
し
た
父
は
、
学
会
出
張
や
調
査
旅
行

な
ど
で
旅
行
に
出
る
機
会
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
私
が
中
学
時
代
の
記
憶
で
は
、
旅
行
か

ら
帰
宅
時
の
父
は
、
身
の
回
り
品
を
入
れ
た

ボ
ス
ト
ン
バ
ッ
ク
の
他
に
、
中
に
土
鈴
の

入
っ
た
紙
箱
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
め
込
ま
れ
た
、

透
明
の
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
わ
れ
た
手
提
げ
付
き

の
大
き
な
紙
袋
を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
常
で

あ
っ
た
。
母
親
や
子
ど
も
で
あ
る
私
や
妹
へ

の
土
産
に
つ
い
て
は
、
正
直
記
憶
に
無
い
の

だ
が
。

　

入
手
し
た
土
鈴
の
増
加
と
共
に
問
題
と
な

る
の
が
、
そ
の
収
蔵
場
所
で
あ
る
。
そ
れ
が

直
接
の
理
由
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ

が
、
東
京
の
郊
外
に
購
入
し
た
建
売
住
宅
は
、

増
築
・
改
築
を
経
て
、
最
終
的
に
は
敷
地
の

端
か
ら
端
ま
で
繫
が
る
屋
根
裏
部
屋
が
〝
土

鈴
置
き
場
〞
と
し
て
定
着
し
た
。
昭
和
四
十

七
年
頃
か
ら
は
、
父
親
が
土
鈴
の
コ
レ
ク

タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
新
聞
・
雑

誌
・
T
V
の
記
者
が
取
材
に
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
広
げ
て
土
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。
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保
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の
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ば
な
ら
な
い
母
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。
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は
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故
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。



　

六
月
下
旬
、
緑
が
一
層
深
ま
る
季
節
に
神

社
検
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
試
験
を
終
え
会

場
を
出
る
と
、
目
の
前
に
広
が
る
小
國
神
社

の
神
域
。
清
々
し
い
空
気
を
吸
い
込
む
と
、

緊
張
が
一
気
に
ほ
ど
け
て
い
く
の
を
感
じ
ま

し
た
。
何
と
も
言
え
な
い
充
実
感
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
経
験
が
で
き
た
の
は
、

四
年
前
に
音
声
S
N
S
「
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
」

に
登
録
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
思

い
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
会
社
の
業
績

は
ダ
ウ
ン
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
会
話
が
で
き

る
こ
の
ア
プ
リ
に
「
仕
事
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
期
待
を
抱
い
て
参
加
し

て
い
た
の
で
す
。
あ
る
日
、
数
あ
る
ト
ー
ク

ル
ー
ム
の
中
に
「
神
社
の
こ
と
を
皆
で
ま
っ

た
り
語
ろ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、

何
気
な
く
加
わ
っ
て
み
る
こ
と
に
。
そ
こ
に

は
、
数
千
社
も
の
神
社
に
参
拝
し
た
方
、
全

国
を
旅
し
な
が
ら
御
朱
印
を
集
め
て
い
る
方
、

稲
荷
神
社
の
狐
に
魅
せ
ら
れ
て
巡
っ
て
い
る

方
、
さ
ら
に
は
現
役
の
神
職
の
方
々
も
数
名

い
て
、
福
岡
在
住
の
主
催
者
を
中
心
に
、
毎

晩
神
社
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た
の
で
す
。

最
初
は
、
た
だ
興
味
深
く
聞
い
て
い
る
だ
け

で
し
た
が
、
徐
々
に
皆
さ
ん
の
知
識
や
行
動

力
に
近
づ
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
折
、
グ
ル
ー
プ
内
で
神
社
検
定

の
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
す
。
受
け
て

み
る
と
い
う
人
た
ち
に
つ
ら
れ
て
、
私
も
参

級
を
受
験
。
試
験
の
直
前
に
は
ル
ー
ム
で
対

策
講
座
も
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
合
格
で
き

ま
し
た
。
そ
の
達
成
感
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

神
社
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
が
身
に
付

い
た
こ
と
で
、
参
拝
が
益
々
楽
し
く
な
っ
た

の
が
嬉
し
い
変
化
で
し
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
の
ご

縁
か
ら
会
社
の
事
業
と
し
て
「
神
職
さ
ん
に

案
内
し
て
も
ら
う
神
社
参
拝
ツ
ア
ー
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
に
つ
な

げ
よ
う
と
い
う
当
初
の
目
的
は
す
っ
か
り
忘

れ
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
が
け
な
い
形
で
願

い
が
叶
っ
て
い
ま
し
た
。
数
回
開
催
し
た
ツ

ア
ー
は
い
ず
れ
も
大
盛
況
で
、
参
加
者
か
ら

12

神
社
検
定
受
検
者
の
声
を
ご
紹
介

│ 

神
社
を
知
る
と
日
本
が
見
え
て
く
る 

│

▲今回受検された
　千賀由美子さん

▲小國神社研修室　受検会場の様子
　（6月29日）

● 各リンクもぜひ御覧ください ●

ご
縁
が
つ
な
い
だ
神
社
検
定

千
賀
由
美
子

◀
第
14
回
は
令
和
８
年
６
月
28
日
に
実
施
!!

縁
起
物
作
家
・
神
社
検
定
壱
級
保
持
者

秋
場
美
緒
さ
ん

身
近
に
あ
る
の
に
意
外
と
知
ら
な
い

神
道
と
日
本
を
再
認
識
で
き
ま
す
。

「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
も
多

く
い
た
だ
き
、
企
画
者
と
し
て
「
も
っ
と
深

く
神
社
に
つ
い
て
学
び
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
強
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
は
神

社
検
定
弐
級
、
今
年
は
壱
級
に
挑
戦
し
合
格

し
ま
し
た
。
年
齢
と
と
も
に
硬
く
な
っ
た
頭

で
の
勉
強
は
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
応
援
し
て
く
れ
る
仲
間
が
い
た
こ

と
は
何
よ
り
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
検
定
を
通
し
て
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
神
道
の
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
々
が
「
日
本
の
こ

こ
ろ
」
を
守
り
伝
え
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
と
同
時
に
、
自
分
も
そ
の
流
れ
の

中
に
生
き
て
い
る
一
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
先
、
神
社
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
、
地
元
の
人
々
が
神
社
を
大
切
に
し
、
関

わ
っ
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
私
も
微
力
な
が
ら
、
そ
う
し

た
活
動
に
携
わ
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を
守
り
伝
え
て
き
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

　
　
　
　
　
　
自
分
も
そ
の
流
れ
の
中
に
生
き
て
い
る
一
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
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　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

　「
お
祭
り
」
と
は
、

日
本
の
伝
統
に
も
と
づ
い
て
、

神
々
に
対
す
る
祖
先
の
こ
こ
ろ
を

今
に
伝
え
る
大
切
な
か
た
ち
で
す
。

々
と
お
祭
り

神
々
と
お
祭
り

神　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ

　
ま
た
、
古
く
か
ら
の
伝
承
や
歴
史

を
ふ
ま
え
、
豊
か
に
暮
ら
す
知
恵
を

生
活
の
な
か
に
生
か
し
、
神
々
と

生
活
を
と
も
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
毎
年
同
じ
時
期
に
お
祭
り
が
繰
り

返
し
行
な
わ
れ
、
私
た
ち
は
そ
の
中
で

信
仰
や
文
化
を
か
た
ち
づ
く
っ
て

き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
祖
先
は
、
神
祭
り
の

な
か
か
ら
生
き
方
を
学
び
信
仰
の

礎
と
し
て
き
ま
し
た
。

か
み 

ま
つ
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九
月
二
十
一
日
㈰
、
拝
殿
に
て
『
第
二
十
三
回 

古

代
の
森
小
國
神
社 

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
表
彰
式
を

斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
四
年
か
ら
続
く
当
コ
ン
テ
ス
ト
も
本
年
で
二

十
三
回
目
を
迎
え
、「
境
内
に
咲
く
草
花
・
樹
木
な

ど
」・「
祭
事
・
催
事
」・「
野
鳥
」
の
三
部
門
に
加
え
、

次
世
代
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
設
け
た
「
学
生
の
部
」

の
全
四
部
門
に
、
三
〇
五
点
の
作
品
を
ご
応
募
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
の
作
品
も
、
当
社
の
四
季
折
々
の
自
然

や
厳
粛
な
神
事
が
生
き
生
き
と
写
し
出
さ
れ
た
、
素
晴

ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
す
。

　

本
年
も
甲
乙
つ
け
難
い
作
品
が
並
ぶ
中
、
厳
正
な
る

審
査
の
結
果
、
掛
川
市
在
住
の
深
井
陽
子
様
の
作
品
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
深
井
様
は
「
数
あ
る
作

品
の
中
か
ら
選
ん
で
い
た
だ
き
光
栄
の
極
み
で
す
。
四

季
折
々
に
見
せ
て
く
れ
る
豊
か
な
自
然
の
表
情
を
カ
メ

ラ
に
お
さ
め
る
た
め
に
、
ま
た
足
を
運
び
ま
す
。」
と
、

次
回
へ
の
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
よ
り
十
月
三
日
ま
で
の
間
、
参
拝
者
休

憩
所
二
階
の
研
修
室
に
て
写
真
展
を
開
催
し
、
足
を
運

ん
だ
参
拝
者
か
ら
も
多
く
の
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
、
皆
様
ぜ
ひ
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

◀
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
深
井
陽
子
様

第
23
回

表
彰
式
・
展
覧
会
開
催
の
ご
報
告

後
援
：
静
岡
県
・
森
町
・
森
町
観
光
協
会
・
静
岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
・
中
日
新
聞
東
海
本
社受賞された皆様▲

多くのご参拝の皆様にご覧いただき▲
賑わいの展覧会でした　

最優秀賞「霧に包まれる青紅葉の宮川」／深井陽子▲

◀
優
秀
賞「
秋
好
日
」／
中
沢
力
男

四
季
折
々
の
神
域
を
写
す
珠
玉
の
作
品

◀
特
別
賞「
憩
い
の
宮
川
」／
相
羽　

強

　

優
秀
賞

　
「
赤
翡
翠
雨
乞
鳥

　

  

（
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
）」

◀
／
山
内
清
孝

　

優
秀
賞

　
「
水
面
に
映
る

　
　
　

早
乙
女
装
束
」

◀
／
岩
本
雅
志

　

学
生
の
部
最
優
秀
賞

　
「
青
葉
に
憩
う

　
　
　
（
エ
ゾ
ビ
タ
キ
）」

◀
／
小
粥
暁
斗

　

学
生
の
部
優
秀
賞

　
「
道
し
る
べ
」

◀
／
大
石
悠
貴
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社
頭
動
静

　

八
月
一
日
㈮
、
タ
イ
王
国
チ
ョ
ン
ブ
リ
県

シ
ラ
チ
ャ
に
鎮
座
す
る
当
社
の
分
社
、
シ
ラ

チ
ャ
小
国
神
社
に
お
い
て
、
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
「
デ
ュ
シ
ッ
ト
ス
イ
ー
ツ
ジ
ェ
ー
パ
ー
ク

シ
ラ
チ
ャ
」
の
建
設
工
事
に
先
立
ち
、
工
事

安
全
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
典
に
は
、
同
施
設
を
運
営
す
る
サ
ハ
・

グ
ル
ー
プ
会
長
の
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
・
チ
ョ
ク

ワ
タ
ナ
ー
様
、
ホ
テ
ル
を
手
掛
け
る
東
急
株

式
会
社
取
締
役
会
長
の
野
本
弘
文
様
、
サ
ハ

東
急
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
取
締
役
社
長
の
須

山
真
慈
様
を
は
じ
め
、
日
泰
両
国
の
関
係
者

約
五
十
人
が
参
列
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
テ
ル
が
日
泰
両
国
の
文
化
交
流
の

拠
点
と
な
り
、
多
く
の
人
々
の
安
ら
ぎ
の
場

と
し
て
親
し
ま
れ
る
と
と
も
に
、
シ
ラ
チ
ャ

地
域
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

デ
�
シ
�
ト
ス
イ
�
ツ
ジ
�
�
パ
�
ク
シ
ラ
チ
�

工
事
安
全
祈
願
祭
の
斎
行

◆
日
泰
友
好
の
新
た
な
礎
を
築
く

　

八
月
九
日
㈯
よ
り
八
月
十
七
日
㈰
ま
で
の

九
日
間
、
小
國
神
社
振
興
会
主
催
に
よ
る

「
氏
子
十
人
展
」
が
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
展
は
、
氏
子
地
域
（
一
宮
地
区
・
園
田

地
区
・
橘
地
区
）
に
住
む
十
名
の
方
々
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
絵
画
・
書
道
・
写
真
・

工
芸
・
手
芸
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
創
作

物
や
趣
味
の
品
々
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。

　

本
展
は
、
小
國
神
社
振
興
会
に
よ
る
初
の

試
み
と
し
て
、
参
拝
者
の
皆
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
と
同
時
に
、
氏
子
と
参
拝
者
が
交

流
す
る
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
標
に
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
出
展
者
と
参
拝
者

が
作
品
に
つ
い
て
語
り
合
う
和
や
か
な
光
景

が
見
ら
れ
、
多
く
の
ご
参
拝
の
皆
様
に
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

﹁
氏
子
十
人
展
﹂
を
開
催

◆
氏
子
の
皆
様
に
よ
る
真
心
こ
も
っ
た
作
品
展

　

九
月
三
十
日
㈫
、
㈱
静
岡
木
工
様
の
内
定

式
な
ら
び
に
入
社
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
権
宮
司
に
よ
る
神
社
の
由
緒
・

日
本
の
伝
統
文
化
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
い
、

引
き
続
き
、
拝
殿
で
の
正
式
参
拝
を
行
い
ま

し
た
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、
皆
様
の
真
摯

な
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

㈱
静
岡
木
工
様
は
神
棚
・
神
具
を
通
し
て
、

日
本
の
伝
統
を
次
の
世
代
に
繋
ぎ
、
平
和
に

貢
献
す
る
と
い
う
経
営
理
念
の
も
と
、
様
々

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
皆
様
も
こ
の
理
念
に
深
く
共

感
し
入
社
を
希
望
さ
れ
た
も
の
と
存
じ
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
ま
た
、
神
道
を
志
す
「
神
道

人
」
と
し
て
さ
ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

皆
様
の
ご
活
躍
と
㈱
静
岡
木
工
様
の
益
々

の
ご
隆
昌
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
静
岡
木
工　

内
定
式
・
入
社
式

合
同
式
典
の
開
催

◆
新
た
な
門
出
を
小
國
神
社
か
ら

　

九
月
八
日
㈪
、
㈱
鈴
木
長
十
商
店
新
社
長

就
任
奉
告
祭
を
斎
行
し
、
鈴
木
洋
太
郎
様
が

新
た
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
と
な
り
ま

し
た
。

　

鈴
木
長
十
商
店
は
、
明
治
初
年
に
森
の
茶

の
製
茶
問
屋
と
し
て
創
業
し
、
百
五
十
年
以

上
に
わ
た
り
茶
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
平

成
二
十
年
十
月
に
は
「
小
國
こ
と
ま
ち
横

丁
」
を
新
設
、
そ
の
後
に
本
店
を
移
し
て
、

ご
参
拝
の
皆
様
の
憩
い
の
場
と
し
て
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
新
社
長
は
、
平
成
三
十
年
度
に
は
静

岡
県
茶
業
青
年
団
茶
審
査
技
術
競
技
大
会
で

優
勝
の
栄
に
浴
さ
れ
、
商
品
企
画
に
お
い
て

は
、
ア
ニ
メ
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
お
茶
の
需
要
を
創

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
々
受
け
継
が
れ
た
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

茶
業
の
発
展
に
邁
進
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

㈱
鈴
木
長
十
商
店
の
新
社
長
就
任

奉
告
祭
の
斎
行

◆
明
治
創
業
の
老
舗
茶
問
屋　

五
代
目
就
任

多数の関係者参列のもと、▲
異国の地で祭祀を執行いたしました　

鈴木洋太郎新社長と宮司▲

▲さまざまな作品が並び、世代を超えて楽しめる
　作品展となりました

▲内定者・新入社員と社員の皆様
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十
一
月
十
六
日
㈰
、
拝
殿
に
て
「
第
二
十

六
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝
」
に
出
場
す

る
森
町
チ
ー
ム
の
必
勝
安
全
祈
願
祭
を
斎
行

い
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
野
元
文
監
督
を
は
じ
め
、
コ
ー

チ
、
選
手
の
皆
様
が
ご
参
列
さ
れ
、
来
る
十

二
月
六
日
の
大
会
で
の
健
闘
と
道
中
の
安
全

を
大
神
様
に
ご
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
町
チ
ー
ム
は
過
去
に
町
の
部
で
優
勝
経

験
を
持
つ
強
豪
で
す
。
昨
年
は
六
位
入
賞
を

果
た
し
て
お
り
、
本
大
会
で
の
更
な
る
飛
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
典
後
は
、
森
町

文
化
会
館
で
結
団
式
・
壮
行
会
も
実
施
さ
れ
、

神
社
よ
り
お
守
り
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　

森
町
の
誇
り
を
胸
に
タ
ス
キ
を
繋
ぐ
選
手

の
皆
様
の
ご
健
闘
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

第
二
十
六
回
し
ず
お
か
市
町
対
抗
駅
伝

森
町
チ
�
ム
必
勝
安
全
祈
願
祭
の
斎
行

◆
心
を
ひ
と
つ
に
襷
を
つ
な
ぐ

た
す
き

　

十
月
一
日
㈬
、
抜
穂
祭
を
斎
行
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
森
町
議
会
議
長
中
根
信
一
郎

様
、
奉
耕
者
の
内
山
博
文
様
を
は
じ
め
二
十

二
名
の
方
々
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
白
丁
装

束
を
身
に
着
け
た
内
山
様
が
神
饌
田
に
て
抜

穂
神
事
を
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
来
、稲
作
は
日
本
の
国
造
り
の
礎
で
あ

り
、お
米
は
日
本
人
の
主
食
で
あ
る
と
同
時
に
、

文
化
の
基
盤
そ
の
も
の
で
す
。
当
社
に
お
い

て
も
、
豊
作
を
祈
り
収
穫
に
感
謝
す
る
稲
作

儀
礼
は
、
重
要
な
神
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
収
穫
し
た
稲
穂
は
、
十
一
月
二

十
三
日
の
新
嘗
祭
で
大
神
様
へ
と
お
供
え
し
、

ご
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
安
寧
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

長
年
に
亘
る
内
山
様
の
ご
奉
仕
に
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

穂
祭
の
斎
行

抜
◆
お
米
を
い
た
だ
く
こ
と
は

　
　
　

日
本
の
文
化
を
心
に
宿
す
こ
と
で
す

　

十
月
九
日
㈭
、
明
神
通
り
沿
い
に
事
務
所

を
構
え
る
神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
様
、
ま

た
十
月
十
五
日
㈬
に
は
浜
松
市
中
央
区
の
㈱

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
様
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
錦
鯉
を
ご

奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
奉
納
い
た
だ
い

た
鯉
は
境
内
の
事
待
池
に
放
た
れ
、
元
気
よ

く
泳
い
で
い
ま
し
た
。

　

当
社
は
古
来
よ
り
「
願
い
事
が
意
の
ま
ま

に
叶
う
神
社
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、
願
い

が
成
就
し
た
際
に
池
へ
鯉
を
奉
納
す
る
神
恩

感
謝
の
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
願
い

事
が
叶
う
ま
で
待
つ
池
」
と
い
う
言
い
伝
え

か
ら
、「
こ
と
ま
ち
池
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の

信
仰
は
今
も
な
お
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
神
宏
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
様
、

㈱
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｂ
Ｏ
様
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴
社
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

錦
鯉
の
ご
奉
納

◆
放
生
の
池
、『
事
待
池
』

　

十
月
十
八
日
㈯
、
神
札
頒
布
世
話
人
の
皆

さ
ま
に
ご
参
列
い
た
だ
き
、
福
神
像
頒
布
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

頒
布
さ
れ
る
福
神
像
の
お
神
札
は
、
福
の

神
と
し
て
知
ら
れ
る
恵
比
寿
様
と
大
国
様
が

刷
ら
れ
た
も
の
で
、
詳
細
な
年
代
は
不
明
で

す
が
記
録
を
遡
る
と
明
治
期
に
は
す
で
に
氏

子
区
域
全
域
に
頒
布
さ
れ
始
め
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
お
神
札
は
本
頒
布
式

を
経
て
、
各
地
区
の
世
話
人
に
よ
り
、
一
斉

に
頒
布
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

福
徳
円
満
、
開
運
厄
除
の
ご
加
護
を
お
受

け
い
た
だ
き
、
平
穏
な
日
々
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

福
◆
福
徳
円
満
・
開
運
厄
除
の
神
璽
を
押
印

▲ご奉納いただいた色とりどりの美しい鯉

祓い清められた稲穂は、▲
　大神様へ御初穂として献納されました　

▲天野監督とランナーの皆様

福神像神札に▲
押印する宮司　

福神像神札▲

神
像
頒
布
式
の
斎
行
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え
き

じ
ん   

さ
い

　

十
一
月
二
十
四
日
㈪
、
エ
ア
ブ
ラ
シ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
野
田
真
一
様
よ
り
、
昨
年
に
引

き
続
き
エ
ア
ブ
ラ
シ
ア
ー
ト
の
新
作
「
大
己

貴
命
図
」
を
ご
奉
納
い
た
だ
き
、
大
前
に
て

奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

野
田
様
は
、
当
社
で
も
個
展
を
開
催
す
る

な
ど
、
縁
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
一
人
で
、

世
界
的
な
ギ
タ
ー
メ
ー
カ
ー
Ｆ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｒ

社
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
そ

の
実
力
は
折
り
紙
つ
き
で
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

の
Ｂ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
―
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
の
ギ
タ
ー
や
元
Ｘ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
の
Ｈ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
モ
デ
ル
の
ギ
タ
ー

に
ア
ー
ト
を
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
作
品
は
、
ご
祭
神
大
己
貴
命
が
現
代
的

な
解
釈
で
描
か
れ
、
命
の
凛
々
し
さ
と
優
し

さ
を
独
特
の
画
風
で
表
現
し
て
い
ま
す
。
作

品
は
海
を
越
え
た
タ
イ
の
小
國
神
社
分
社

「
シ
ラ
チ
ャ
小
国
神
社
」
に
展
示
予
定
で
す
。

　

茲
に
改
め
て
、
野
田
様
の
ご
厚
志
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
イ
・
シ
ラ
チ
�
小
国
神
社
へ

ア
�
ト
作
品
の
奉
納

◆
野
田
真
一
様
新
作
エ
ア
ブ
ラ
シ
ア
ー
ト野田真一様（中央）▲

　

十
一
月
十
九
日
㈬
、
疫
神
齋
を
斎
行
い
た

し
ま
し
た
。

　

疫
神
齋
は
、
「
延
宝
の
記
録
」
に
お
い
て

十
一
月
十
九
日
の
条
に
斎
行
の
記
録
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
三
百
年

以
上
前
か
ら
続
く
祭
祀
で
、
ご
本
殿
の
御
扉

を
開
け
、
拝
殿
中
門
に
神
籬
を
設
け
る
と
い

う
、
極
め
て
特
殊
な
形
式
が
特
徴
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
須
佐
之
男
神
、
大
物
主
神
、

事
代
主
神
、
行
疫
神
二
柱
を
お
招
き
し
、
本

殿
の
大
己
貴
命
と
共
に
五
柱
の
神
々
を
お
祀

り
し
ま
す
。

　

古
来
よ
り
「
黄
昏
時
」
は
、
禍
々
し
い
災

厄
が
蔓
延
り
、
魔
物
や
災
い
に
遭
遇
し
や
す

い
時
間
帯
と
し
て
恐
れ
ら
れ
、
民
俗
学
の
大

家
柳
田
國
男
先
生
も
こ
の
時
間
に
つ
い
て
見

解
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

祭
典
後
に
は
特
別
に
奉
製
し
た
「
疫
神
斎

神
札
」
を
世
話
人
を
通
し
て
氏
子
の
皆
様
へ

授
与
い
た
し
ま
し
た
。

疫
◆
三
百
有
余
年
の
伝
統
を
継
ぎ
、

　
　
　
　
　
　

災
厄
除
と
国
家
安
寧
を
祈
る

▲本社を含めた五柱の神々を
　お祀りします　

神
齋
の
斎
行

祝詞奏上▲
日泰のさらなる文化交流も　
併せてお祈りいたしました　

野田先生のエアブラシアートも▲
ご奉納となりました　

▲熱心に耳を傾ける児童ら

　

十
二
月
五
日
㈮
現
地
時
間
午
前
十
時
、
タ

イ
王
国
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
に
鎮
座
す
る
シ
ラ

チ
ャ
小
国
神
社
に
お
い
て
、
鎮
座
奉
告
祭
後

初
の
例
祭
と
し
て
、
サ
ハ
・
グ
ル
ー
プ
会
長

の
ブ
ン
ヤ
シ
ッ
ト
・
チ
ョ
ク
ワ
タ
ナ
ー
様
、

小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
常
任
理
事
の
倉
島
正

三
様
を
は
じ
め
五
十
名
を
超
え
る
ご
参
列
の

も
と
厳
粛
に
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

祭
典
で
は
大
神
様
へ
の
感
謝
と
シ
ラ
チ
ャ

地
域
の
安
寧
と
益
々
の
ご
隆
昌
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
た
。
祭
典
後
は
、
日
本
か
ら
の
メ

デ
ィ
ア
取
材
な
ど
も
あ
り
賑
や
か
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

タ
◆
日
泰
の
安
寧
と
友
好
を
祈
り

イ
王
国
シ
ラ
チ
�
小
国
神
社

例
祭
の
斎
行

　

十
一
月
二
十
六
日
㈬
、
森
町
立
宮
園
小
学

校
二
年
生
四
十
名
が
、
課
外
学
習
活
動
で
ご

参
拝
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　

拝
殿
前
に
て
参
拝
の
作
法
を
学
ん
だ
後
、

神
職
よ
り
当
社
の
歴
史
や
神
道
文
化
に
つ
い

て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
ら
は
神
職
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

質
問
の
時
間
に
は
多
く
の
手
が
元
気
に
挙
が

り
、
神
職
が
一
つ
一
つ
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
児
童
ら
は
ご
神
域
を
散
策
し
、

自
然
の
息
吹
を
感
じ
な
が
ら
仲
間
と
共
に
笑

顔
で
お
弁
当
を
囲
み
、
和
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

子
供
は
国
の
宝
で
す
。
郷
土
の
歴
史
を
知

る
こ
と
は
、
地
域
を
愛
し
、
国
を
愛
す
る
心

を
育
む
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
学
習
が
、
子
供
た
ち
の
心
に
深
く

残
り
、
今
後
の
学
校
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す

る
糧
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

森
◆
地
域
の
歴
史
と
自
然
に
親
し
む
課
外
学
習

町
立
宮
園
小
学
校
二
年
生
に
よ
る

課
外
学
習
活
動

す    

さ    

の  

お
の 

か
み

お
お 

も
の
ぬ
し
の
か
み

こ
と 

し
ろ
ぬ
し
の
か
み

ぎ
ょ
う
え
き 

し
ん



　

十
一
月
二
十
三
日
㈰
、
秋
の
神
事
の
中
で

も
最
も
重
要
な
新
嘗
祭
を
、
境
内
が
紅
葉
で

彩
ら
れ
る
中
、
厳
重
な
斎
戒
の
も
と
斎
行
い

た
し
ま
し
た
。

　

新
嘗
祭
の
「
新
」
は
新
穀
を
、「
嘗
」
は

奉
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
大

変
古
く
、
我
が
国
最
古
の
正
史
で
あ
る
『
日

本
書
紀
』
に
も
記
述
が
見
ら
れ
る
ほ
ど
神
代

の
昔
か
ら
、
我
が
国
に
お
い
て
と
て
も
大
切

に
さ
れ
て
き
た
お
祭
り
で
す
。
現
在
で
は

G
H
Q
の
占
領
政
策
に
よ
り
、「
勤
労
感
謝

の
日
」
と
し
て
国
民
の
祝
日
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
本
来
は
「
新
嘗
祭
」
と
い
う
祭
日
と

し
て
、
国
民
そ
れ
ぞ
れ
が
意
義
深
く
過
ご
し

感
謝
を
捧
げ
る
重
要
な
祭
日
で
す
。

　

宮
中
に
お
い
て
も
、
神
武
天
皇
建
国
以
来
、

歴
代
天
皇
に
よ
っ
て
特
に
大
切
に
さ
れ
て
き

た
の
が
新
嘗
祭
で
す
。
天
皇
陛
下
が
そ
の
年

に
収
穫
さ
れ
た
稲
な
ど
の
食
物
を
お
供
え
し
、

天
照
大
御
神
（
天
皇
陛
下
の
ご
先
祖
様
）
を

は
じ
め
、
八
百
万
の
神
々
に
捧
げ
、
自
ら
も

共
に
召
し
上
が
り
、
ご
神
恩
に
感
謝
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
て
五
穀
豊
穣
に
感
謝
を
捧
げ
ら

れ
る
と
共
に
、
国
家
と
国
民
の
安
寧
を
祈
ら

れ
ま
す
。
宮
中
で
の
新
嘗
祭
に
は
、
内
閣
総

理
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
衆
参
両
院
の
議

長
、
最
高
裁
判
所
長
官
な
ど
が
国
民
の
代
表

と
し
て
参
列
し
て
い
ま
す
。
神
さ
ま
と
食
事

を
共
に
す
る
儀
式
（
神
人
共
食
）
を
通
し
て
、

ご
加
護
を
い
た
だ
く
の
が
新
嘗
祭
の
本
質
と

も
い
え
ま
す
。

　

当
社
に
お
い
て
も
、
春
に
豊
か
な
実
り
を

祈
る
年
始
の
田
遊
祭
か
ら
始
ま
り
・
祈
年

祭
・
御
田
植
祭
を
経
て
、
秋
に
収
穫
を
感
謝

す
る
抜
穂
祭
に
続
き
、
新
嘗
祭
を
も
っ
て
、

一
年
間
の
稲
作
に
関
す
る
神
事
が
締
め
く
く

ら
れ
ま
す
。
こ
の
稲
作
に
関
わ
る
祭
祀
は
最

も
重
要
な
営
み
と
し
て
、
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
お
米
は
、
単
な

る
食
べ
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
我
が
国
の
正

史
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
天
照
大
御
神
が
孫

で
あ
る
瓊
瓊
杵
尊
に
稲
穂
を
授
け
、「
こ
の

稲
を
育
て
、
豊
か
な
国
を
作
り
な
さ
い
」
と

仰
せ
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
斎
庭

の
稲
穂
の
神
勅
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
悠
久
の
昔
か
ら
、
お
米
は

神
々
の
恵
み
の
最
た
る
象
徴
と
さ
れ
、
稲
作

は
日
本
の
社
会
や
文
化
の
基
盤
を
形
作
り
、

人
々
は
田
植
え
や
収
穫
な
ど
の
営
み
を
通
じ

て
自
然
に
向
き
合
い
、
神
々
に
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
へ
感
謝
す
る
心
を
育
ん
で
き
ま
し

た
。

　

神
道
の
儀
式
の
多
く
が
、
稲
作
や
農
耕
と

深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
神
様
へ
の
お
供

え
物
で
あ
る
神
饌
の
中
で
も
、
お
米
は
最
も

尊
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
棚
に
お
米
を
お
供
え
す
る
こ
と

は
、
神
々
へ
の
感
謝
の
心
を
表
し
、
神
様
と

の
結
び
つ
き
を
守
る
た
め
の
大
切
な
営
み
な

の
で
す
。

神
代
か
ら
の
約
束
を
守
り
つ
づ
け
る
祭

新
嘗
祭
の
斎
行

に
い     

な
め    

さ
い

氏子よりご奉納いただいた農産物が▲
ご神前にお供えされました　

宮司祝詞奏上▲

▲清風雅楽会様による
　怜人奉仕

18

日
本
の『
い
の
ち
』と『
こ
こ
ろ
』の

源
流  『
新
嘗
祭
』と
は

　

祭
典
で
は
宮
司
以
下
祭
員
が
奉
仕
し
、
静

岡
県
議
会
議
員
伊
藤
和
子
様
、
同
議
員
伊
藤

謙
一
様
、
森
町
議
会
議
長
中
根
信
一
郎
様
を

始
め
一
〇
一
名
の
ご
参
列
の
も
と
、
祭
儀
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

　

ご
神
前
に
は
、
篤
農
家
が
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
新
米
や
野
菜
な
ど
の
農
産
物
が
供

え
ら
れ
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
安
泰
、
地

域
の
益
々
の
繁
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
拝
殿
前
で
は
農
産
物
感
謝
会
や
即

売
会
な
ど
も
催
さ
れ
、
多
く
の
ご
参
拝
の
皆

様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
食
料
問
題
・
危
機
に
つ
い
て
各
方

面
よ
り
話
題
に
上
が
り
ま
す
。
我
が
国
に
お

い
て
食
の
根
幹
を
な
す
大
切
な
祭
り
は
『
新

嘗
祭
』
で
す
。
氏
子
崇
敬
者
各
位
に
は
、
神

様
の
恵
み
に
感
謝
し
、
稲
作
の
伝
統
と
文
化

に
思
い
を
致
し
つ
つ
、
私
た
ち
の
『
生
命
』

に
関
わ
る
こ
の
大
き
な
問
題
に
も
真
摯
に
向

き
合
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
大
神
様
の
ご
加

護
を
い
た
だ
か
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
中
に
お
け
る
新
嘗
祭

お
米
は
神
さ
ま
か
ら
の

授
か
り
も
の

厳
粛
な
祭
儀
と
実
り
へ
の
感
謝

吾
が
高
天
原
に
所
御
す
斎
庭
の
稲
穂
を
以
っ
て

亦
、
吾
が
児
に
御
せ
ま
つ
る
べ
し
。

あ

た
か
ま
の
は
ら

き
こ
し
め

ゆ
に
わ

い
な
ほ

も
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令
和
七
年
十
一
月
二
十
三
日
、
新
嘗

祭
斎
行
に
引
き
続
き
、
奉
納
農
産
物
感

謝
会
・
即
売
会
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
酷
暑
が
続
き
、
厳
し
い
環
境
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
二
〇
三
点
も
の
見

事
な
奉
納
農
産
物
が
並
び
ま
し
た
。

　

即
売
会
に
は
、
高
品
質
・
低
価
格
の

農
産
物
を
買
い
求
め
る
多
く
の
方
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
感
謝
会
で
受
賞
さ
れ
た

方
々
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
神
社
賞

米
穀
類
の
部　

中
川
上　

鈴
木　

定
男

根
菜
類
の
部　

中
川
上　

鈴
木　

定
男

葉
菜
類
の
部　

中
川
上　

本
多　

利
吉

果
物
類
の
部　

谷　

中　

藤
田　

裕
美

そ
の
他
の
部　

草
ケ
谷　

小
澤　

芳
巳

●
農
協
長
賞

米
穀
類
の
部　

中
川
上　

伊
藤　
　

誠

根
菜
類
の
部　

宮
代
西　

松
井　

宏
悦

葉
菜
類
の
部　

谷　

中　
遠
州
森 

鈴
木
農
園

果
物
類
の
部　

谷　

中　

井
口　
　

始

そ
の
他
の
部　

中
川
上　

本
多　

利
吉

●
振
興
会
賞

米
穀
類
の
部　

中
川
上　

本
多　

利
吉

根
菜
類
の
部　

宮
代
東　

大
場　

祐
一

葉
菜
類
の
部　

宮
代
東　

松
尾　

貞
子

果
物
類
の
部　

米　

倉　

平
田　

秀
幸

そ
の
他
の
部　

米　

倉　

平
田　

一
利

●
特
等
賞

米
穀
類
の
部　

草
ケ
谷　

小
澤　

良
吉

根
菜
類
の
部　

片　

瀬　

村
松　

国
夫

葉
菜
類
の
部　

円
田
上　

鈴
木　

伸
明

果
物
類
の
部　

牛　

飼　

堀
内
喜
久
江

●
特
別
賞

四
十
三
点
出
品

　
　
　
　
　
　

片　

瀬　

村
松　

国
夫

第
六
十
九
回
奉
納
農
産
物

第
六
十
九
回
奉
納
農
産
物

感 

謝 

会 

開 

催

感 

謝 

会 

開 

催

令
和
七
年

篤
志
奉
納
者
へ
感
謝
状
贈
呈

　

新
嘗
祭
に
併
せ
、
去
年
十
一
月
よ
り
本
年
十
月

ま
で
に
、
大
前
に
ご
奉
納
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
感

謝
状
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
自
然
釉
窯
焼
き
『
め
で
鯛
』
を
ご
奉

納
い
た
だ
い
た
𠮷
筋
惠
治
様
を
は
じ
め
と
す
る
二

名
の
方
に
感
謝
状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
、
ご
奉
納
品
名
と
ご
芳
名
を
掲
載
し
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
自
然
釉
窯
焼
き
『
め
で
鯛
』　

𠮷
筋
惠
治　

様

●
ベ
ン
チ
三
脚　

正
光
建
設
㈱
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
欣
宏　

様感謝状贈呈　𠮷筋惠治様▲感謝状贈呈　正光建設㈱様▲

謝辞を述べる宮司▲ ▲祭員退下森町議会議長▲
中根信一郎様　

静岡県議会議員▲
伊藤謙一様　

静岡県議会議員▲
伊藤和子様　

吾
が
高
天
原
に
所
御
す
斎
庭
の
稲
穂
を
以
っ
て

亦
、
吾
が
児
に
御
せ
ま
つ
る
べ
し
。

ま
た

あ

み
こ

ま
か

（
斎
庭
の
稲
穂
の
神
勅
）



道の駅のような店構えと▲
赤い急須が目印です　

　

明
神
通
り
で
、
大
き
な
赤
い
急
須
が
ひ
と
き

わ
目
を
引
く
の
が
「
太
田
茶
店
」
で
す
。
約
二

十
年
前
に
こ
の
地
へ
移
転
し
て
以
来
、
参
拝
者

の
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
店
が
大
切
に
す
る
の
は
、
食
事
に
合
う

「
普
段
使
い
の
お
茶
」
で
す
。
深
蒸
し
の
甘
み

と
浅
蒸
し
の
香
り
を
絶
妙
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
一

杯
は
、
県
や
森
町
の
品
評
会
で
優
勝
す
る
ほ
ど

の
実
力
を
持
ち
な
が
ら
、
手
頃
な
価
格
で
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
や
ラ
ン
チ
の

併
設
や
、
お
持
ち
の
水
筒
な
ど
に
お
茶
を
淹
れ

る
「
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
茶
」
な
ど
、
急
須
を
持
た

な
い
世
代
や
一
服
し
た
い
参
拝
者
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
工
夫
も
凝
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
茶
畑
を
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
」

と
い
う
強
い
信
念
の
も
と
、
耕
作
放
棄
地
の
再

生
に
も
尽
力
さ
れ
る
太
田
会
長
を
始
め
、
太
田

茶
店
の
皆
さ
ま
は
美
し
い
茶
畑
の
風
景
を
守
り

な
が
ら
、
森
町
の
茶
文
化
を
未
来
へ
と
繋
い
で

い
ま
す
。 太

田
茶
店
の
ご
紹
介

気
軽
に
飲
め
る
森
の
お
茶
と

心
和
む
ひ
と
と
き

20

Continuations

岡
部
監
督
撮
影
の
短
編
映
画「C

ontinuations

」ロ
ン
ド
ン・イ
タ
リ
ア
で
受
賞

「
令
和
の
お
屋
根
替
え
」に
密
着
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

　

当
社
の
お
屋
根
替
え
を
記
録
し
た
、
岡
部
聡
監
督
製
作
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
短
編
映
画
「Continuations

」
が
、

欧
州
の
権
威
あ
る
二
つ
の
映
画
祭
で
相
次
い
で
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
七
年
十
月
二
十
六
日
、
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
た
「
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ
ー
ズ
映
画
祭
」
に
お
い
て
、
国

際
短
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部
門
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
当
映
画
祭
は
今
回
で
十
回
目
の
開
催
で
、
世
界
五
十
二

か
国
よ
り
七
百
作
以
上
の
応
募
が
あ
る
規
模
の
映
画
祭
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
中
心
部
、
大
英
博
物
館
近
く
の
映
画
館
で
の
上
映

で
、
審
査
員
よ
り
「
日
本
の
美
意
識
と
自
然
が
い
か
に
共
存

し
て
い
る
か
、
屋
根
の
修
復
が
祈
り
と
繋
が
っ
て
い
る
」
と

の
高
い
評
価
を
得
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
令
和
七
年
九
月
に
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ロ

ヴ
ェ
レ
ー
ト
の
「
R
A
M
映
画
祭
」
で
「
伝
統
と
文
化
」
賞

を
受
賞
さ
れ
て
お
り
、
二
か
月
間
で
の
二
度
の
受
賞
と
な
り

ま
す
。
同
作
品
は
現
在
九
つ
の
国
際
映
画
祭
で
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
さ
れ
、
計
四
つ
の
受
賞
を
得
て
い
ま
す
。

　

本
作
は
、
二
年
間
に
わ
た
る
当
社
の
お
屋
根
替
え
の
過
程

を
記
録
し
、
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
檜
皮

葺
の
伝
統
技
法
と
、
日
本
人
の
自
然
観
を
世
界
に
発
信
す
る

貴
重
な
作
品
と
し
て
、
国
際
的
に
高
く
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

檜
皮
葺
と
い
う
日
本
古
来
の
伝
統
技
術
が
国
際
的
な
舞
台
で

評
価
さ
れ
る
機
会
と
な
り
、
そ
の
「
用
と
美
」
を
兼
ね
備
え

た
芸
術
性
と
文
化
的
意
義
が
広
く
認
め
ら
れ
た
証
と
言
え

ま
す
。

　

な
お
、
同
作
品
は
岡
部
監
督
のY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル

で
も
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

岡部　聡
おか  べ       さとる

1976（昭和51）年11月17日
静岡県浜松市生まれ
映画監督、映像ディレクター

▶R
A
M
 film
 festival

授
賞
式
で
の

　
岡
部
監
督
（
中
央
）

▶London Breeze Film
 Festival

　
授
賞
式
で
の
岡
部
監
督

　(P
hoto by A

ndrew
 G
ulland)

岡部監督公式HP
『さびん倉庫』

小國神社公式Youtube
『令和のお屋根替え　　
　　～「祈り」「技」「美」』



大
場
　
夏
斗

山
本
　
蒼
斗

戸
倉
雅
玖
斗

阿
諏
訪
由
奈

半
田
　
彼
鷺

袋
井
市

掛
川
市

浜
松
市

掛
川
市

袋
井
市

佐
藤
　
凪
華

三
輪
　
柚
貴

小
出
　
結
月

本
田
　
蓮
都

舩
木
　
琉
維

森
　
町

袋
井
市

菊
川
市

菊
川
市

森
　
町

当社で命名奉告をされた皆様には
5月5日の端午祭へご案内いたします▶

金
本
　
侑
茉

小
澤
　
世
奈

大
根
　
瑞
生

大
山
　
　
縁

加
藤
　
謙
真

掛
川
市

焼
津
市

袋
井
市

磐
田
市

森
　
町

神饌（しんせん）
　神饌（しんせん）とは、神様にお供えする食事の総
称で、「御食（みけ）」とも呼ばれます。日本の神祭
りは、神様の降臨を願い、心を込めておもてなしをす
ることに大きな特徴があります。そのため、神前には
古くから、その時代や土地で手に入る最も良いものが
供えられてきました。明治時代に祭式が定められ、神
饌の形式も整えられましたが、今なお各神社に伝わる
伝統的な供物（特殊神饌）を捧げているところも少な
くありません。
　祭典においては、神饌をお供えする儀式を「献饌
（けんせん）」、お下げする儀式を「撤饌（てっせん）」

と呼びます。神饌の基本は、主食である米、米から
作られる酒や餅、そして塩と水です。これらに加えて、
海の幸や山の幸である魚介類、野菜、果物、菓子など
を供え、日々の感謝とともに、国家の安泰や人々の
幸福といった公の祈りを捧げます。
　祭典の後には、お供えした神饌を下げて参加者全員
でいただく「直会（なおらい）」が執り行われます。
これは、神様と同じものを食べることで結びつきを
強め、その御神威をいただくという「神人共食（しん
じんきょうしょく）」の考えに基づいています。直会は、
祭典を締めくくる重要な行事の一つです。

神社を知れば日本がわかる

“まつりの国、日本”

イラスト：小國神社ものがたり
作：たたら なおき

新
生
児
選
名
・
命
名
に
つ
い
て

　

様
々
な
節
目
を
迎
え
る
と
き
、

神
さ
ま
へ
「
感
謝
」
と
「
ご
奉

告
」
を
行
う
こ
と
は
、
古
来
よ

り
受
け
継
が
れ
た
日
本
の
文
化

で
す
。

　

当
社
で
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
に
則
し
た
新
生
児
に
ふ
さ
わ

し
い
名
前
を
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
で
考
え
ら
れ

た
お
名
前
候
補
の
中
か
ら
も
ご

相
談
の
上
、
選
名
い
た
し
ま
す
。

　

お
名
前
が
決
定
の
後
、
お
子

様
の
無
事
成
長
と
一
生
の
幸
せ

を
ご
神
前
で
お
祈
り
し
、
お
神

札
、
朱
印
を
押
印
し
た
命
名
書

を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

初
穂
料　

一
〇
、
〇
〇
〇
円
也

生
を
受
け
�
生
を
伝
え
る

「
人
の
一
生
」

だ

ふ

命
　
　
　
名

令
和
七
年
八
月
一
日
〜

令
和
七
年
十
一
月
三
十
日

お申し込み方法など詳しくは、小國神社 選名・命名奉告で検索

小國神社 選名・命名奉告
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小國神社のこれからの
祭典 行事

小國神社のこれからの
祭典 行事
1月～  4月

　どんど焼きは、お正月に飾った注連縄や
門松、古いお神札やお守りを焚き上げ、各
家庭でお正月にお迎えした歳神様（ご先祖
様の御霊）をお送りする大切な神事です。
　神聖な神事の妨げとなる不要物（ぬいぐ
るみ・人形・おもちゃなど）はお持ち込み
にならないようお願いいたします。

どんど焼き祭
令和8年1月18日（日）午前9時より令和8年1月18日（日）午前9時より

とし　がみ

みたま

古式十二段舞楽　9番「陵王」古式十二段舞楽　9番「陵王」

田遊神事　6番 苗草踏み田遊神事　6番 苗草踏み

月次祭
一宮祖霊社月次祭
本宮山月次祭
真田城趾慰霊祭（予定）
鉾執社例祭
月次祭
春季皇霊祭遙拝式

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午前11時30分）
（午後 1時30分）
（午前10時）
（午前10時）

1日
1日
6日
17日
17日
18日
20日

〈例祭日程〉
16日
17日
17日
18日
18日
19日
19日
19日

垢籬祭
献詠祭
前日祭
例祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
氏子入奉告祭
古式十二段舞楽奉奏（重文）
神幸祭

（午前11時）
（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午後 2時）
（午前 9時）
（午前10時50分）
（午後 2時）

弥生
やよい

卯月
うづき

3月

4月

　2月3日午後2時より斎行いたします。
　豆撒き神事をはじめとする奉仕
者参加型の神事で、多くのご参拝
の皆様で賑わいます。元は宮中の
年中行事として行なわれ、現在で
は、日本の国民的な伝統神事とし
て定着しています。

　1月11日午前8時より斎行いたし
ます。
　古くから伝わる特殊神事の一つ
で、大工・職人の皆さまがご奉仕
されます。古式に倣った所作が古
の技を伝えます。

　1月1日午前2時より斎行いたし
ます。
　新年を祝いご皇室の弥栄と国の
益々の発展、氏子崇敬者と地域社
会の平和と繁栄を祈るお祭りです。

さい    こう

いや    さか

手 釿 始 祭

歳　旦　祭
さい　　　　　 たん　　　　　 さい

ちょう　　　な　　　はじめ　　 さい
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小國神社のこれからの
祭典

小國神社のこれからの
祭典
1月～  

　日常生活の中で知らぬうちに犯した罪や
過ち、心身の穢れを人形に託して川や海に
流し、祓い清める神事です。古来より、清浄を
大切にしてきた日本人の慣わしの一つです。
　引き続き、無事の一年を感謝し、素晴ら
しい年を迎えることができるようにお祈り
する除夜祭を執り行います。両祭典とも、
どなたでもご参列ができます。
　一年の罪穢れを祓い、身も心も清々しい
気持ちで新年をお迎え下さい。

師走大祓式・除夜祭
令和7年12月31日（水）午後3時より令和7年12月31日（水）午後3時より

小國神社　おおはらえのことば

スペシャルムービー～古の祝詞　大祓詞への誘い～

（午前10時）
（午前11時）
（午前10時）
（午後 2時）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前10時）
（午前10時30分）
（午前11時）
（午前10時）
（午前10時）
（午前10時）

月次祭
一宮祖霊社月次祭
節分祭世話人祈祷祭
節分祭
本宮山月次祭
紀元祭
宗像社・白山社例祭
飯王子社
塩井神社例祭
祈年祭
初甲子祭
天長祭

1日
1日
3日
3日
6日
11日
15日
15日
15日
18日
19日
23日

初祈祷祭
歳旦祭
一宮祖霊社歳旦祭
日供始祭
元始祭・追儺祭
田遊祭・田遊神事
本宮山奥磐戸神社例祭
昭和天皇祭遙拝式
神明宮参拝
手釿始祭
寒の丑日水汲祭
八王子社例祭
御弓始祭
どんど焼祭
月次祭
～2月3日 厄除大祭

（午前 0時）
（午前 2時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午前 8時）
（午後 1時）
（午前10時）
（午前 8時）
（午前 9時）
（午前 8時）
（午前 2時）
（午前 8時30分）
（午前 9時30分）
（午前 9時）
（午前10時）
（特別祈祷期間）

1日
1日
1日
2日
3日
3日
6日
7日
7日
11日
15日
17日
17日
18日
18日
20日

如月
きさらぎ

睦月
むつき1月

2月

　2月3日午後2時より斎行いたします。
　豆撒き神事をはじめとする奉仕
者参加型の神事で、多くのご参拝
の皆様で賑わいます。元は宮中の
年中行事として行なわれ、現在で
は、日本の国民的な伝統神事とし
て定着しています。

　1月17日午前9時30分より斎行
いたします。
　当社では、『疫神鎮送』の神事
として、災い除けの側面も持ち合
わせています。的に向かい放たれ
た矢は、災難除けの縁起物として
持ち帰る方が大勢います。

　1月11日午前8時より斎行いたし
ます。
　古くから伝わる特殊神事の一つ
で、大工・職人の皆さまがご奉仕
されます。古式に倣った所作が古
の技を伝えます。

えき  じん   ちん   そう

節分祭・豆撒き神事

御 弓 始 祭
お　　　 ゆみ　　 はじめ　　 さい
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／
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岡
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A
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八
ー
八
九
ー
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発
行
／
小
國
神
社
社
務
所

　
玉
垂
七
十
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
年
の
紅
葉
期
間
は
、
例
年
以
上
に
多

く
の
ご
参
拝
者
様
を
お
迎
え
さ
せ
て
頂
き
、

昼
夜
を
通
じ
て
境
内
が
賑
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
奉
納
行
事
の
数
も
多

く
、
雅
楽
や
尺
八
、
箏
曲
に
加
え
、
本
年

は
初
め
て
猿
回
し
と
花
柳
流
日
本
舞
踊
の

ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
日
本
の
伝
統
芸
能

の
幅
広
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
猿
回
し
は
、
子
ど

も
た
ち
の
大
き
な
歓
声
が
響
き
渡
り
、
境

内
の
空
気
が
パ
ッ
と
華
や
い
だ
の
が
印
象

的
で
し
た
。

　
猿
回
し
芸
を
奉
納
し
た
猿
芸
工
房
様
は
、

様
々
な
事
情
で
居
場
所
を
失
い
か
け
て
い

た
猿
を
引
き
取
り
、
芸
を
通
じ
て
人
と
共

に
生
き
る
道
を
拓
い
て
い
る
と
伺
い
ま
し

た
。
古
来
、
猿
回
し
は
「
災
い
が
去
る
」

縁
起
の
良
い
芸
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
芸
能
の
ご
奉
納
は
、
神

様
へ
の
感
謝
の
形
の
ひ
と
つ
で
す
。
ご
参

拝
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
社
で

の
四
季
折
々
の
行
事
な
ど
を
通
じ
、
伝
統

文
化
に
親
し
み
つ
つ
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。 編

集
後
記

イ
ラ
ス
ト
：

小
國
神
社
明
神
通
り

縁
結
び
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
こ
づ
ち
君
」（
上
）「
こ
づ
ち
姫
」（
下
）

た
ま
だ
れ
　
第
七
十
三
号
　
令
和
七
年
十
二
月
十
五
日
　
題
字
揮
毫
／
書
家 

杭
迫
柏
樹 

◇ 

辞
令
交
付 

◇

公式HP・SNSのご紹介

小國神社
公式Webサイト
（Domestic）

小國神社
公式Webサイト
（Overseas）

小國神社
公式Instagram

　
「
小
國
神
社
公
式
　
神
棚
の
里
E
C
サ
イ
ト
」
で
は
、
伝
統

的
な
神
棚
か
ら
現
代
の
住
空
間
に
調
和
す
る
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ

ン
ま
で
、
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
和

室
・
洋
室
を
問
わ
ず
ど
ん
な
空
間
に
も
自
然
に
馴
染
む
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
特
徴
で
、
新
築
や
開
店
、
人
生
の
節
目
に
ふ

さ
わ
し
い
神
棚
セ
ッ
ト
や
盛
り
塩
、
し
め
縄
、
縁
起
物
な
ど
も

豊
富
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
な
っ
た
神
棚
を
丁
寧
に
お
祓
い
し
、
焼
納
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
承
っ
て
お
り
ま
す
。
遠
方
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
、

ご
自
宅
か
ら
簡
単
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
庭
に
「
感
謝
」
と
「
祈
り
」

の
場
を
整
え
る
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
に
神
棚
・
神
具
を

感
謝
と
祈
り
の
暮
ら
し
を
お
届
け
し
ま
す

小國神社公式
神棚の里
ECサイト

え
ん 

げ
い
ふ
ぁ
く
と
り
ー

一
社
三
山
も
み
じ
め
ぐ
り
御
朱
印
帳

〜
も
み
じ
が
繋
ぐ
聖
地
巡
拝
の
旅
路
〜

〜
も
み
じ
が
繋
ぐ
聖
地
巡
拝
の
旅
路
〜

初穂料 1200円（御朱印代別）

　『
一
社
三
山
も
み
じ
め
ぐ
り
』

と
は
、
古
く
よ
り
交
流
が
盛
ん

で
あ
っ
た
遠
州
・
三
河
地
域
の

『
小
國
神
社
』『
普
門
寺
』『
尊

永
寺
』『
龍
潭
寺
』
の
四
社
寺

を
参
拝
・
散
策
し
て
い
た
だ
き
、

現
代
の
人
々
が
古
人
へ
心
を
重

ね
自
然
へ
の
感
謝
と
、
各
社
寺

の
ご
神
徳
・
ご
加
護
を
お
受
け

し
て
い
た
だ
く
聖
地
巡
礼
の
旅

路
で
す
。

　
頒
布
中
の
屏
風
型
の
御
朱
印

帳
は
、
社
寺
の
特
徴
的
な
縁
起

物
や
社
紋
・
神
紋
を
あ
し
ら
い
、

御
朱
印
の
個
性
と
各
社
寺
イ

メ
ー
ジ
が
結
び
つ
く
よ
う
な
デ

ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
古
寺
社
巡
礼
の
旅
路
を
是
非

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

一社三山もみじめぐり公式HP
https://www.momijimeguri.com

権
禰
宜
　
林
　
圭
祐

願
い
に
よ
り

　
　
　
職
を
免
ず
る

（
令
和
七
年

　
八
月
三
十
一
日
付
）


